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組織内ソフトとパーソナルソフトの有効利用について＊
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Recentrymicro-computerscalledaspersonalcomputerorofficecomputerare

generalizedrapidly,sothatofficeautomation（ＯＡ）ｉspushingforwardinvarious

fields・Theotherhand，thebigcomputersareindispensabletothecompanyofbusiness

andmicro-computerstendtobeconnectedwithbigcomputers、Butmanyusersope‐

ratethemicro-computerandthebigｃｏｍｐｕｔｅｒａｓｏｆｆｌｉｎｅｎｏｗ・Insuchsituation，this

paperproposesanavailableusingofsoftbetweenbigcomputersandmicrocomputers

bythroughmediumofOCR（OpticalCharacterReader)，codeconverterandetc、

Thecontentsofthispaperinvestigatedeffectsofavailableusage．

1．まえがき

小型電子計算機のめざましい発達は大型電子計算機の動向をも左右し，エレクトロニクスの発達と

相俟って，正に情報化時代の一翼を担いつつある。小型電子計算機の普及の特徴は，大型機が特定の

業種を中心に普及したのと反対に，個人の利用を中心にしてＯＡ，ＦＡからホピーに至る幅の広さと

年令層の厚さにあるといえる。勿論，価格的にも一個人の手の届く程度であることも家電製品並の普

及を実現した大きな要因である。

しかし，従来の家電製品と異る点は，その用途が限定されていないことである。このことは我々が

想像もしなかった新しい利用や活用が期待されろ。その意味では，小型電子計算機が幾多の変遷をす

るものと思われろ。その兆候の一つとして，現在の通信回線を介して行なわれているモデムやカプラ

に代って光通信による大型機との接続が話題になっている。この方法は多くの小型電子計算機を大型

機と接続することにより，従来のＴＳＳとは異なった利用方法を可能にする。すなわち，小型機側に

も処理能力を持つため大型機オンリーではなく，業務の内容によって，その使い分けが可能になる。

このような集中管理と分散管理の使い分けは今後の主流になるものと考えろ。このような使用形態を

オフラインでも可能に出来れば組織として繋がりの無い分野での共同作業，あるいは経費的，能力的

な面でオンラインの遅れている分野でも，従来よりはるかに効果的な利用が期待できろ。本研究は

OCR，小型電子計算機の端末機器を活用して，組織内ソフトとパーソナルソフトの効果的な利用を，

実作業用のプログラムを開発し実践的な検討を行なったものである。

2．機器構成と有効利用

前述のように大型機にパソコンが接続できる状態が可能であれば，組織内のソフトとパーソナルソ

フトをより効果的に利用できることは言うまでもない。ここで言う組織内ソフトとは組織として共通

の目的のために用意されたソフトを意味し，パーソナルソフトとは個人あるいは特定の部署のみが管
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理するソフトを意味していろ。今節で述べる組織内ソフトとパーソナルソフトの関係とは大型機とパ

ソコンがオフラインの状態，すなわち使用言語もコードも現状のままであることを意味し，その目的

は両者に互換性あるいは分担業務を可能にする

システム設計をすることである。Fig.１に有効②①③
利用に関係する機器構成を示す。従来の使用は

②－①のバッチ処理，③－①のＴＳＳ処理が主

体で④－①のフロッピーからの利用も一部行な

われていろ。なお本学ではＯＣＲ本体にカード

せん孔機，フロッピーディスクを装備し，バッ

チ処理としてのカード，ディスケットの作成は

すべてＯＣＲで行なっていろ。また簡単なプリ

ンタ，カード読取機も付設しており，ディパッ

グ，ソースリストの作成も可能である。ＯＣＲの

利用に関しては月刊雑誌「事務管理」（1982年

６月号・日刊工業新聞社発行）に「大阪産業大

学におけるＯＣＲの活用」でも紹介したように，

入力手段として今後ますます普及するものと考
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えろ。⑥のパソコンにはASCIIコードとIBComputer
Mコードの変換システムを用意し，大型機とパ

Ｆｉｇ．１Systemofequipments・
ソコンのフロッピーの互換性を持たせていろ。

このように⑤のＯＣＲ，あるいは⑥のパソコンとコード変換のソフトを用意することによって，業

務の質的改善はもちろん従来の大型機だけ，あるいはパソコンだけという利用形式から，両者の特長

を生かした有効利用が期待できろ。その具体例は次節に紹介するが，その主な活用方法は下記の通り

である。(1)マークカードの活用マーク入力によるアンケート調査，選択肢試験は広く行なわれてい

ろ。大型機あるいはパソコンのマークカード読取機から入力したデータを④，⑥のフロッピーを介し

てデータを共用し，その用途に応じて処理を行なう。(2)OCRシートの活用手書き文字による入力を

⑤のＯＣＲでフロッピーに落し，その用途によって使い分ける。(3)サテライト的活用大型機あるい

はパソコンで処理した結果をフロッピーを介して再処理を行なう。(4)その他の活用パソコンで最も

広く利用されているBASIC言語の他に種々のＯＳが開発されており，これらＯＳとの互換機能を果

たす役割も期待できろ。

3．システム開発例

大阪産業大学産業研究所電子計算研究室の研究活動の一環としてＣＡＩ研究会を開催しており，そ

の研究会を遂行していく過程で本来の研究を進める以前の問題として解決しておかねばならない教育

事務上のプログラムがあった。その中から２，３の例を紹介する。

３．１汎用アンケートシステム

教育機関に限らず，アンケート調査は判断，対策等の1情報を得る手段として広く行なわれていろ。

その集計方法にはいろいろあるが，マークカードを用いて母集団全体にアンケートを行なったり，

それと同等の調査を行なう場合，その度にプログラムを作成することなく集計作業をやりたい。すな

わち，プログラムを知らない担当者でも気軽にアンケート調査ができることを目的としてプログラム

を作成した。以下にその内容を説明する。

２

○



（１）慨要

Fig.２は後述のマークテストの回答カードで

ある。このマークカードを流用して，１Ａから

16Ｂまでの最大32問の質問ができる。選択肢は

１問につき１～９の番号を選ぶ，ただし同一の

質問に対して複数個の回答をさせてはならな

い。また回数の欄は男子１，女子２を記入させ

る。

（２）機能

各質問に対して各々の選択肢ごとに全回答者
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数，男子回答者数，女子回答者数とそのパーセントを出力する。

次にＡＮＤ，ＯＲのある指示（入力）についても同様の出力をする。

ＡＮＤとはある質問に対し○番と回答し，し噸数年月日コメント

/~I~門司かも他の質問に対して×番と回答したもの。
Ｌ－－－－－４０桁一一一一一一Ｊ

ＯＲとはある質問に対し○番と回答，あるいは

他の質問に対して×番と回答したもの。という例ＱＡ⑧Ｂｂ

［註
ように相互関連の事象を集計する。

（３）処理

大型機で処理する場合はマークカードの後に

/＊カードを入れ，その後にＡＮＤ，ＯＲの集計

ＡＮＤ＝２，ＯＲ＝３

質問番号，ａ：選択番号

質問番号，ｂ：選択番号

質問３で１と答え，しかも
質問４で３と答えたもの．

Ｑ
Ａ
Ｂ
閃

指示カードをつけろ。（使用言語FORTRAN） Ｆｉｇ．３Ｄａｔａｆｏｒｍａｔ

パソコンの場合マークカードをフロッピーに落し，ASCIIコードに変換した後に処理を行なう。ただ

し，ＡＮＤ，ＯＲの指示はキー入力で行なう。Fig.３に大型機でＡＮＤ，ＯＲの指示を行なう場合の

データＦＯＲＭＡＴを示す。

このようにBASIC，FORTRANの両言語で同一プログラムを作成し，入力データを共通にすれば

対象者数，集計方法，時間，追加あるいは検討のための処理等を配慮して担当者が都合のよい方を選

んで集計することができる。

Fig.４にFORTRANプログラム，Fig.５にＢＡＳＩＣプログラム，Fig.６にアンケート出力結果の一

部を示す。なお，BASICプログラムはPC-8801を対象機種とした。

Ｆｉｇ．４０ｐｉｎｉｏｎｓｕｒｖｅｙｐｒｏｇｒａｍｂｙＦＯＲＴＲＡＮ

ＳＯＵＲＣＥＳＴＡＴＥｌＷＥＮＴ

ＤＩＨＥＮＳＩＯＮＨＤ（７００１ヨヨ），ＬＴＬ（１０）
ＮＯ＝０

Ｎ目＝０

ＮＧ＝０

，０１０１＝１，７００

ＲＥＡＯ（５，５００，ＥＮＤ＝２０）ＩｖｌＤ（Ｉ，ヨヨ），（Ｈ、（１，Ｊ），Ｊ＝１１３２）
５００ＦＯＲｌｖｌＡＴ（９Ｘ，刃１１）

ＮＯ＝ＮＯ＋１

１Ｆ（ＩｖｌＤ（’’３ぅ）・ＥＧｌ０ｌ）Ｇ０ＴＯ１０
Ｎ６二ＮＧ＋１

１０ＣＯＮＴＩＮＵＥ
２０ＮＢ＝ＮＯ－ＮＧ

￣
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ＲＥＡ、（５１４９９）ＮＯＮ，ＩＹ，I1vlllD，（ＬＴＬ（１），【二１１１０）
ＷＲＩＴＥ（６１６００）Ｎ０，Ｎ８，Ｎ６，１Ｙ，１Ｎ，ＩＤ，（ＬＴＬ（１），Ｉ＝１１１０）

４９９ＦＯＲｌｗＡＴ（４１２１１０Ｍ）
６００ＦｐＲｌｖｌＡＴ（１Ｈ１１５Ｈアコケート，２Ｘ，４Ｈソウスウ，Ｉ５１２Ｘ，６Ｈ,ｕＰツスウ，１５１

６４Ｈついヨツ，Ｉ５１５Ｘ，ヨ（Ｉ２１１Ｈ，），うＸ，１０Ａい
ⅡＲＩＴＥ（６１６０９）

６０９ＦＯＲＨＡＴｕＨ，３ＨＮＯ・’１Ｘ，ｌＨＱ，うＸ，ｌＨＡ，ＺＸ，１Ｈ０，２Ｘ’１ＨＡ，２Ｘ，
６４Ｈソウスウ，３Ｘ，１Ｈ％，４Ｘ，４Ｈ夘功，３Ｘ，ｌＨ％，４Ｘ，４Ｈｼいヨシ，３Ｘ，１Ｈ％）

ＬＬ＝０

ヨＯＲＥＡＤ（５１５０１１ＥＮＤ＝２００）Ｎ，ＮＱ，ＮＡ，ＨＱ，ＭＡ
５０１ＦＯＲＭＡＴ（’１１１２，１１，１２１１１）

ＬＬ＝ＬＬ＋１
ＫＴ=Ｏ

ＫＢ二０

ＫＧ＝０

１Ｆ（ＬＬ・ＥＱ・１）ＧＯＴＯ１００

１Ｆ（ＭＯＤ（ＬＬ’５０沖山EGIo0）ＷＲＩＴＥ（６１６０５）
ＩＦ（ＮＯＤ（ＬＬ，５）－１．ＥＱｏ０）ＷＲＩＴＥ（６，６０８）

１００１Ｆ（ＮＯＮＥ・２）ＧＯＴＯ１５０

Ｃ－－－－－－－Ｎ＝２ノハ゛アイ－－－－－－－

００１２０１＝１，ＮＯ

ＩＦ（Ｎ、（１，ＮＱ）・ＥＱ・ＮＡｏＡＮ０．Ｎ、（１，ＮＱ）・ＥＱ・ＨＡ）ＧＯＴＯ１１０
ＧＯＴＯ１２０

ＵＯＫＴ二ＫＴ＋１

１Ｆ（Ｎ、（’’３３）・ＥＱｏ２）Ｋ６二ＫＧ＋１

１２０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＫＢ＝ＫＴ－ＫＧ

ＰＴ＝ＦＬＯＡＴ（ＫＴ）／ＦＬＯＡＴ（ＮＯ川ｌ００ｏ０

ＰＢ＝ＦＬＯＡＴ（ＫＢ）／ＦＬＯＡＴ（Ｎ８）Ｈ１００ｏ０

ＰＧ＝ＦＬＯＡＴ（ＫＧ）／ＦＬＯＡＴ（ＮＧ）升ｌＯＯ０Ｏ

ＷＲＩＴＥ（６１６０２）Ｎ，ＮＱ，ＮＡ，ＮＱ，lvlA，ＫＴ，ｐＴ，Ｋ８１ＰＢ，ＫＧ，ＰＧ

６０２ＦＯＲＭＡＴ（１ＨＤＩヨ，４１３，ろ（１６１Ｆ６．１））

Ｇ０ＴＯ３Ｏ

１５０ＩＦ（ＮＯＮＥ・３）ＧＯＴＯ３００
Ｃ－－－－－－－Ｎ＝３ノハ小アイ－－－－－

，０１８０１＝１１ＮＯ

ＩＦ（Ｎ、（１，ＮＱ）・ＥＱ・ＮＡ・ｏＲ・Ｎｐ（１，ＮＱ）・ＥＱ・剛）Ｇ０ＴＯ１６０
ＧＯＴＯ１８０

１６０ＫＴ＝ＫＷ１
１Ｆ（Ｎｐ（１，３３）・ＥＱ・２）ＫＣ＝ＫＣ＋１

１８０ＣＯＮＴＩＮＵＥ
ＫＢ=ＫＴ－ＫＧ

ｐＴ二ＦＬＯＡＴ（ＫＴ）／ＦＬＯＡＴ（ＮＯ）升１００．０

Ｐ８＝ＦＬＯＡＴ（ＫＢ）／ＦＬＯＡＴ（Ｎａ川１００．０

ＰＧ＝ＦＬＯＡＴ（ＫＣ）／ＦＬＯＡＴ（Ｎ６）ｘ１００．０
ＷＲＩＴＥ（６１６０２）Ｎ,Ｎｅ，ＮＡ,Ｍ，Ｍ，ＫＴ，ＰＴ，ＫＢ，ＰＢ９ＫＧ９ＰＧ

ＧＯＴＯ卯

３００ＷＲＩＴＥ（６，６１０）Ｎ

６１０ＦＯＲＨＡＴ（１Ｈ，Ｉ３１９Ｈテ゛－，チェック）
ＧＯＴＯ３０

６０５ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ１１３ＨＮＯ．，１Ｘ，１ＨＱ’３ＸＤ１ＨＡ，２Ｘ，ｌＨＱ，ｚＸ，ｌＨＡ，２Ｘ，
６４Ｈソウスウ，３Ｘ，ｌＨ％，４Ｘ，州夘”，うＸ９１Ｈ％，４Ｘ，４Ｈついヨフ，うＸ，ｌＨ％）

６０８ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ）

２００ＣＡＬＬＬＳＴ（Ｎ、，ＮＯＤＮＢ，ＮＣ，ＭＯＮ）

ＳＴＯｐ

ＥＮＤ

４



ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥＬＳＴ（Ｈ０，Ｎ０，Ｎ８１Ｎ６，１ＶＩＯＮ）

ＤＩＮＥＮＳＩＯＮＮＤ（７００１３３），ＮＴ（３，９１３２），Ｐ（３，９,ろ２），Ｔ（３），

００５１=１１９

５ＮＮ（１）＝１
００１０１＝１１２

，０１０Ｊ＝１１９

，０１０Ｋ＝１１ＮＯＮ

ＮＴ（１，Ｊ，Ｋ）＝０

１０ＣＯＮＴＩＮＵＥ
ＣＰ－－－ＮＴ（かＢＯＹ－－ＮＴ（２－－ＧＩＲＬ－－ＮＴ（ヨーＴＯＴＡＬ－－－

ＤＯ２０１＝１，ＮＯ

Ｌ＝１

１Ｆ（lvIDm，うう）・ＥＱｏ２）Ｌ＝２

，０ヨ０Ｋ＝ｌ１ＭＯＮ

Ｎ＝Ｈ、（巾Ｋ）
IＦ（ＭＥＱ．O）ＧＯＴＯ３０

ＮＴ（し，Ｎ，Ｋ）＝ＮＴ（し，Ｎ，Ｋ）＋l

３ＯＣＯＮＴＩＮＵＥ

２０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＤＯ４０１＝１，９

，０４０Ｊ＝l１ＮＯＮ

ＮＴ（３，１，Ｊ）＝ＮＴ（卯１，Ｊ）＋ＮＴ（２１肋Ｊ）
４０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＴＧ）＝ＮＯ

Ｔ（２）＝ＮＣ

Ｔ（１）＝ＮＢ

Ｄ０５０１＝ｌ,う

り０５０Ｊ＝１，９
００５０Ｋ＝1，ＨＯＮ

Ｐ（１，Ｊ，Ｋ）＝ＦＬＯＡＴ（ＮＴ（Ｊ，Ｊ,Ｋ））／Ｔ（１）畑００．０

５０ＣＯＮＴＪＮＵＥ
ＤＯ６０Ｋ＝l１ＭＯＮ

ＩＦ（ＮＯＤ（Ｋ，１０沖ｌｏＥＱｏＯ）ＷＲＩＴＥ（６１６００）（ＮＮ（１），Ｉ＝１１９）
ＷＲＩＴＥ（６１６０１）（ＮＴｑ，Ｊ，Ｋ），Ｐ（１１Ｊ，Ｋ），Ｊ＝１１９）
ＷＲＩＴＥ（６１６０２）Ｋ，（ＮＴ（２１Ｊ，Ｋ），Ｐ（２１Ｊ，Ｋ），Ｊ＝１１９）

ＷＲＩＴＥ（６１６０３）（ＮＴ（ろ，Ｊ，Ｋ），ＰＧ，Ｊ，Ｋ），Ｊ＝１１９）
lＡｌＲＩＴＥ（６１６０５）

６０ＣＯＮＴＩＮＵＥ
６０５ＦＯＲＭＴＵＨ）

６００ＦＯＲＭＡＴ（ｌＨ１１８Ｘ，９（３Ｘ，２Ｈ二コ，Ｉ２１４Ｘ，ｌＨ％））
６０１ＦＯＲＮＡＴＵＨ，５Ｘ，４Ｈ，●コツ，９（Ｉ５１Ｆ７ｏ１））
６０２ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ，Ｉろ，２川４Ｈｼ⑪ヨシ，９（Ｉ５１Ｆ７Ｏ１））

６０３ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ，４Ｘ，５Ｈ。､ウケイ，９（Ｉ５１Ｆ７ｏ１））
ＲＥＴＵＲＮ
ＥＮＤ

ＬＳＴ（Ｈ０，Ｎ０，Ｎ８１Ｎ６，１ＶＩＯＮ）

N、（７００１３３），ＮＴ（３，９１３２），Ｐ（３，９,ろ２），Ｔ（３），ＮＮ（９）

５



５０pinionsurveyprogrambyBASICＦｉｇ

ｌＩｉｌ
ｌ２０

１３０

１４０

１５０

１６０

１７０

１８０

１９０

２００

２１０

２２０

２３０

２４０

２５０

２６０

２７０

２８０

２９０

３００

３１０

３２０

３３０

３４０

３５０

３６０

３７０

３８０

３９０

４００

４１０

４２０

４３０

４４０

４５０

４６０

４７０

；Ａ

４８０

４９０

５００

５１０

５２０

５３０

５４０

５５０

５６０

５７０

５８０

５９０

６００

６１０

６２０

６３０

６４０

６５０

６６０

６７０

６８０

６９０

７００

７１０

：Ｌ

７２０

７３０

７４０

７５０

７６０

７７０

７８０

０
●

●●●●●

●●●●●

●●●●●

アンケートシュケイ

ｏＤＡＴＡＮＡＭＥ

ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）:ｌＰＲＩＮＴＴＡＢ(２０）叩ＤＡＴＡＦＩＬＥＮＡＭＥｍ；：ＩＮＰＵＴ；DAT０＄：ＵA=７:ＹＥ=６
美ＨＡＺＩＭＥ

ＵＩＤＴＨ８０，２５

ＣＯＮＳＯＬＥ，，０，１

ＰＲＩＮＴCHR＄（１２）：ＣＯＬＯＲ２
ＬＯＣＡＴＥ２６，２:ＰＲＩＮＴｏｏ「''；ＳＴＲING＄（１３，０'－１'）；`01,1
ＬＯＣＡＴＥ２６，３：ＰＲＩＮＴｏｏｌアンケートシユウケイｌ００
ＬＯＣＡＴＥ２６，４:ＰＲＩＮＴ,'Lo0；ＳＴＲING＄（１３，０１－０１）；Ｍ」,Ｉ
ＣＯＬＯＲＵＡ：ＬＯＣＡＴＥ２１，７：ＰＲＩＮＴ’０１）セ、シタイノシユウケイＯ０
ＣＯＬＯＲＷＡ：ＬＯＣＡＴＥ２１，９：ＰＲＩＮＴｏｏ２）（ＡＮＤ/ＯＲ）二ヨルシユウケイＯ０
ＣＯＬＯＲＹＥ：ＬＯＣＡＴＥ２１，１１：ＰＲＩＮＴｏｏ３）シコートシユウリヨウＯ０
ＣＯＬＯＲ４：ＬＯＣＡＴＥ２９，１３：ＩＮＰＵＴｏｏＮＯｏｏ；Ｎ

ＩＦＮ＜１０ＲＮ＞３ＴＨＥＮＰＲＩＮＴＴＡＢ（２０）00マチガイ'0：ＧＯＴＯ２８０

ｏＮＮＧＯＴＯ笑ＺＥＮＴＡＩ，砦ＳＩＫＡＭＯＭＡＴＡｗＡ

ＣＯＮＳＯＬＥ，，１，Ｏ

ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）：ＥＮＤ

◆◆◆セーンタイノアンケートヲシユウクイサセルフ。ログ゛ラム◆◆◆

笑ＺＥＮＴＡＩ

ＣＯＮＳＯＬＥ，，０，１

ＵＩＤＴＨ８０，２５:ＰＲＩＮＴCHR＄（１２）
ＮＯ＝Ｏ：ＮＢ＝Ｏ

ＤＩＭＳ（３，３３，９），Ｐ（３，３３，９），ＰＰ（３）
ＣＯＬＯＲｈﾉＡ：ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）00シハ‐ラクオマチクタ゛サイ！イマアンケートテい－タヲヨンテーイマス100：ＰＲＩＮＴ
ＯＰＥＮＭ２：Ｍ＋、ATO＄ＦＯＲＩＮＰＵＴＡＳ＃２
IＦＥＯＦ（２）ＴＨＥＮ美ＴＯＺＩＲＵ

ＬＩＮＥＩＮＰＵＴ＃２，Ａ＄

Ｉ＝VAL(ＬEFT＄(Ａ＄’１））
ＩＦＩ＝１ＴＨＥＮＮＢ＝ＮＢＨ

ＦＯＲＪ＝２ＴＯ３３：ＩＦＪ＝３３ＴＨＥＮＡ＝Ａ＋１：LOCＡＴＥ２０，５：ＣＯＬＯＲＹＥ:ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏｏ＃＃＃ニンメ00

Ｋ=VAL(ＭＩＤ＄(Ａ＄,Ｊ’１）〕
ＩＦＫ＝ＯＴＨＥＮ５１０

Ｓ（１，Ｊ，Ｋ）＝Ｓ（１，Ｊ，Ｋ）＋１
ＮＥＸＴＪ

ＮＯ=ＮＯ＋１

ＧＯＴ０４３０

発ＴＯＺＩＲＵ：ＣＯＬＯＲＵＡ

ＣＬＯＳＥ＃２：ＰＲＩＮＴＴＡＢ（２０）Ｏ０ＤＡＴＡＲＥＡＤＥＮＤｏｌ
ＮＧ=ＮＯ－ＮＢ:ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）00ソウスウ00；ＮＯ；IC夕事シシ00；ＮＢＯｏシーヨシ00；ＮＧ
ＰＢ＝ＮＢ／ＮＯ済１００：ＰＢ＝ＩＮＴ（ＰＢ＋、５）

ＰＧ＝ＮＧ／ＮＯ芸１００：ＰＧ＝ＩＮＴ（ＰＧ＋、５）

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）'0イマアンケートヲシユウケイシテイマス１３２モン00：ＰＲＩＮＴ
ＦＯＲＪ＝２ＴＯ３３：ＬＯＣＡＴＥ２０，１５：ＣＯＬＯＲＹＥ：ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏｏ＃＃モン00；Ｊ－１；
ＦＯＲＫ＝１ＴＯ９

Ｓ（３，Ｊ，Ｋ）＝Ｓ（１，Ｊ，Ｋ）十ｓ（２，Ｊ，Ｋ）
P(３，ＬＫ)=INT(S(3,Ｊ,K)/ＮＯ済１００+､５）
Ｐ（１，Ｊ，Ｋ）＝ＩＮＴ（Ｓ（１，Ｊ，Ｋ）／ＮＢ美１００＋、５）
Ｐ（２，Ｊ，Ｋ）＝ＩＮＴ（Ｓ（２，Ｊ，Ｋ）／ＮＧ笑１００＋、５）
ＮＥＸＴＫ

ＮＥＸＴＪ：ＧＯＳＵＢ美ＣＯＰＹＮＯ

芸ＡＧＩＮ

ＣＯＬＯＲ２：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ１０ＬＰＲＩＮＴチユウ100：ＣＯＬＯＲｗＡ
ＦＯＲＩＩＹ＝ｌＴＯＣＯＰＰ

ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１４）00セ、ンタイノアンケートシユウケイヒヨウ''：ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１５）：ＬＰＲＩＮＴ
ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（２７〕；,ＩＢＯ,；
ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）

ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏｏアンケートソウスウ＃＃＃ニン（夕．ンシ＃＃＃ニン＃＃＃％00；Ｎ０，ＮＢ，ＰＢ；
ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏｏジョシ＃＃＃ニン＃＃＃％）00；ＮＧ,ＰＧ：ＬＰＲＩＮＴ
Ｘ＝Ｏ

ＬＰＲＩＮＴＴＡＢ（８）I0r00；：Ｃ$＝00Too：GOSUB受ＲＡＩＮ
ＦＯＲＩ＝lＴＯ９

ＬＰＲＩＮＴＴＡＢ（、（８）ＵＳＩＮＧｏｏｌ＃ハーン00；Ｉ；

６



７９０ＮＥＸＴＩ：ＬＰＲＩＮＴ

８００ＬＰＲＩＮＴＴＡＢ（８）00卜00；：Ｃ$＝M＋00：GOSUB砦RＡＩＮ
８１０ＦＯＲＩ＝１ＴＯ９

ＭＯＬＰＲＩＮＴＴＡＢ（Ｉ笑８）001ニン％00：

8３０ＮＥＸＴＩ：ＬＰＲＩＮＴ

８４０Ｘ＝１：Ｃ$＝00＋00：GOSUB笑RＡＩＮ
８５０Ｓ＝０

８６０ＦＯＲＪ＝２ＴＯ３３

８７０Ｓ＝Ｓ＋１

８８０ＦＯＲＩ＝lＴＯ３

８９０１ＦＩ＝ｌＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴＴＡＢ（４）00夕騏ンシ00；：ＧＯＴＯ９２０

９００１ＦＩ＝２ＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴＳＴＡＢ（４）00シ゛ヨシ'0；：ＧＯＴＯ９２０

９１０ＩＰＩ＝３ＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴＴＡＢ（３）00コ゛ウケイ00；

９２０ＦＯＲＫ＝ｌＴＯ９

９３０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏＯｌ＃#＃＃#Ito,；Ｓ（１，Ｊ，Ｋ），Ｐ（１，Ｊ，Ｋ）；
9４０ＮＥＸＴＫ:ＬＰＲＩＮＴ

９５０ＮＥＸＴＩ

９６０１ＦＪ＜３３ＴＨＥＮＸ＝１：Ｃ$＝ﾛ，＋00：GOSUB美ＲＡＩＮ

9７０ＩＦＪ=３３ＴＨＥＮＸ＝１：Ｃ$＝00＋0'：GOSUB砦ＲＡＩＮ
９８０ＮＥＸＴＪ：ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）：ＮＥＸＴＩＩＹ
９９０ＧＯＴＯ秀ＳＩＴＵＭＯＮ

１０００砦ＲＡＩＮ

1０１０ＬＰＲＩＮＴＳＴＲＩＮＧ＄（７+Ｘ’'0-00）；
１０２０ＦＯＲＩ＝１ＴＯ８＋Ｘ

1０３０ＬＰＲＩＮＴＣ＄;ＳＴＲING＄(7,,0-,0）；
1０４０ＮＥＸＴＩ：ＬＰＲＩＮＴ

１０５０ＲＥＴＵＲＮ

１０６０美ＳＩＴＵＭＯＮ

１０７０ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）
ｌ０８０ＧＯＴＯ砦HＡＺＩＭＥ
１０９００

１１０００◆◆◆（ＡＮＤ，ＯＲ）ニヨルアンクートシユウクイサセルフ゜ロクーラム◆◆◆
１１１００

１１２０砦ＳＩＫＡＭＯ･ＭＡＴＡＵＡ

１１３０ＷＩＤＴＨ８０，２５

１１４０ＰＲＩＮＴCHR＄（１２）
１１５０ＮＴ＝Ｏ：ＢＴ＝０：ＮＯ＝０：ＮＢ＝０：ＣＯＬＯＲＭＡ

Ｉ１６０LOCＡＴＥ１０，１：ＰＲＩＮＴｏｏ１。．「Ａ」モンメヲ「ａ」トコタエシカモ「Ｂ」モンメヲ「ｂ」トコタエタヒト．．．．．．「ＡＮＤ」0０
１１７０LOCＡＴＥ１０，３：ＰＲＩＮＴｏｏ２．．「Ａ」モンメヲ「a」トコタエマタハ「Ｂ｣モンメヲ「ｂ」トコタエタヒト．．．．．．「ＯＲ」0０
ｌ１ＭＣＯＬＯＲ４：ＩＦＮＱ＝１０ＲＮＱ＝２ＴＨＥＮＧＯＳＵＢ済ＳＡＫＫＩＮＯ・ＮＹＵＲＹＯＫＵ
ｎ９０ＧＯＴＯ砦ＴＯＢＩＫＯｓＨＩ

１２００美ＳＡＫＫＩＮＯ・ＮＹＵＲＹＯＫＵ

１２１０１ＦＮＱ＝１ＴＨＥＮＫ$＝Ｏ０ＡＮＤ１０ＥＬＳＥＩＦＮＱ=２ＴＨＥＮＫ$＝O00R10
1220ＬＯＣＡＴＥ１４５

１２３０ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏ０サツキノＩＮＰＵＴ（８８=＃）Ａ＝（＃＃）／（＃）Ｂ＝（＃＃）／（＃）00；Ｋ＄,ＮＱ,Ａ１，Ａ２，Ｂ１，Ｂ２
１２４０ＲＥＴＵＲＮ

１２５０笑ＴＯＢＩＫＯＳＨＩ

１２６０ＮＱ=Ｑ

１２７０１ＦＮＱ＝１ＴＨＥＮＸ$＝0,（ＡＮＤ＝１）,,ＥＬＳＥＩＦＮＱ=２ＴＨＥＮＸ$＝00（ＯＲ=２）Ｏ０
１２８０１ＦＮＱ＝１０ＲＮＱ＝２ＴＨＥＮＬＯＣＡＴＥ２９，７:ＰＲＩＮＴＸ＄:ＧＯＴＯ笑NYURYOKU
1290LOCＡＴＥ２５，７：ＩＮＰＵＴｏｏ卜゛チラデスカ（１０ｒ２）、,；ＮＱ
１３００１ＦＮＱ＜１０ＲＮＱ＞２ＴＨＥＮ１２９０
１３１０笑ＮＹＵＲＹＯｋＵ：ＣＯＬＯＲＵＡ

１３２０ＬＯＣＡＴＥ２１，９：ＩＮＰＵＴｏｏシツモンハ轡ン．゛ウ「Ａ」（１カラ３２マテー）．．．．、00；Ａ１
１３３０ＩＦＡ１〈１０ＲＡ１＞３２ＴＨＥＮ１３２０

１３４０ＣＯＬＯＲＹＥ：ＬＯＣＡＴＥ２１，１０：ＩＮＰＵＴＯｏセンタクシ「ａ」（１カラ９マテー）．．．．、00；Ａ２
１３５０ＩＦＡ２＜１０ＲＡ２＞ｇＴＨＥＮ１３４０

１３６０ＣＯＬＯＲＮＱ+４：ＩＦＮQ＝ｌＴＨＥＮＥ$＝'０１ＡＮＤ’'１ＥＬＳＥＩＦＮＱ=２ＴＨＥＮＥ$＝0'ＩＯＲＩｏｏ
ｌ３７０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（３０）００－，０

１３８０ＰＲＩＮＴＴＡＢ(３０）Ｅ＄
1３９０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（３０）0,-00

１４００ＣＯＬＯＲｈ/Ａ：ＬＯＣＡＴＥ２１，１４：ＩＮＰＵＴ１１シツモンハ■ン。■ウｒＢ」（１カラ３２マテー）．．．．．'，；Ｂ１
ｌ４１０ＣＯＬＯＲＹＥ：ＩＦＢ１＜ｌ０ＲＢ１＞３２ＴＨＥＮ１４Ｍ１

１４２０ＬＯＣＡＴＥ２１，１５：ＩＮＰＵＴｏｏセンタクシ『ｂ」（１ｶラ９マテー）．．．．、00；Ｂ２
１４３０１ＦＢ２＜１０ＲＢ２＞９ＴＨＥＮ１４２０

１４４０ＣＯＬＯＲ４：ＬＯＣＡＴＥ２４，１７：ＩＮＰＵＴｏｏＯＫ？ＹＥＳ＝１．ＮＯ＝200；Ｊ

１４５０IFJ＝２ＴＨＥＮ１１４０ＥＬＳＥＩＦＪ＜１０ＲＪ＞２ＴＨＥＮ１４４０

１４６０ＣＯＬＯＲＹＥ：ＬＯＣＡＴＥ２４，１７：ＰＲＩＮＴｏｏシバラクマッテクタ゛サイ１０，

１４７００ＰＥＮＯｏ２：'0＋DAT0＄ＦＯＲＩＮＰＵＴＡＳ＃１
１４８０碁ＯＵＡＲＩ

１４９０IＦＥＯＦ（１）ＴＨＥＮ美ＳＩＭＡＲＵ

７



ｌ５００１ＮＰＵＴ＃１，Ａ＄
１５１０ＮＯ=ＮＯ＋１

ｌ５２０１ＦＶＡＬ(ＬEFT＄(Ａ＄’１）〕＝lTHENNB=ＮＢ＋１
１５３０Ｂ$=ＭＩＤ＄(Ａ＄,Ａ１＋１，１）
１５４０Ｃ$=ＭＩＤ＄(Ａ＄,Ｂ１＋１．１）

１５５０１ＦＮＱ＝ｌＴＨＥＮＧＯＴＯ碁ＳＩＫＡＭＯＥＬＳＥＩＦＮＱ=２ＴＨＥＮＧＯＴＯ升MATAIIA
１５６０ＧＯＴＯ１４９０

１５７０受ＳＩＫＡＭＯ

１５８０１ＦＡ２＝ＶＡＬ(Ｂ＄）ＡＮＤＢ２=ＶＡＬ(Ｃ＄）ＴＨＥＮ岳ＮＴ・◆◆◆◆◆◆◆◆ＡＮＤノハ■アイ◆◆◆◆◆◆◆◆
１５９０ＧＯＴＯ１４９０

１６Ｍ饗MATＡＵＡ

１６１０１ＦＡ２=ＶＡＬ(Ｂ＄）ＯＲＢ２=ＶＡＵＣ＄）ＴＨＥＮ升ＮＴ・◆◆◆◆◆◆◆◆ＯＲノハ◎アイ◆◆◆◆◆◆◆◆
１６２０ＧＯＴＯ１４９０

１６３０癸ＪＡＭＰ

ｌ６４０ＧＯＴＯ１４９０

１６５０芙ＮＴ

１６６０ＮＴ＝ＮＴ＋ｌ

ｌ６７０１ＦＶＡＬ(ＬEFT＄(Ａ＄’１））＝ｌＴＨＥＮＢＴ＝ＢＴ＋１
１６８０ＧＯＴＯ署ＯＷＡＲＩ

１６９０芸ＳＩＭＡＲＵ

１７００ＣＬＯＳＥ＃１
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Ｆｉｇ．６Ａｅｘａｍｐｌｅｏｆｑｕｅｓｔｉｏｎａｎｄｏｕｔｐｕｔ

１３Ａ、あなたはいつも補聴器をかけていますか。
(1)毎曰かけている’21ときどき(3)あまりかけていない

１３Ｂ・補聴器は役に立っていますか。
(1)非常に役立っている(2)あまり役に立たない

１４Ａ・補聴器をかけたら人の話している声や電話の声がよくわかりますか。
(1)よくわかる(2)聞きとりにくい(3)ぜんぜんわからない

ＴＺ－＞タイ’ごｱ,＞ケートシュ匿うケイヒョ定刀

アンケートソウスウ８７ニン（グンシ５３ニン６１％シ゛ヨシ３４ニン３９％》

い

夕‐シシ１
１シいヨシ’
。車ウケイ１

１５
１１
２６

２８１
３２１
３０１

０
８
８

１
Ｉ

1９１
２４１
２１１

１
７
８

１
１

１
－
－

１
１
１

２
２
２

１
５
６

１
１

２１１
１５１
１８１

’
－
１

１
９
０

１
１

０
０
０

ＵＯＩＯＯｌＯＯ
ＤＯｌＯＯｌＩｌｎ

ソーンン１４４ＵｄｌＢ
Ｉｏ`宰司冬．Ｉｏ１、10句

ＡＮＤ，ＯＲニヨリレアンケートシユウケイ

ｿウスウ（８７ニン）Ｉ夕車シシ（５３ニン）Ｉシやヨシ（３４ニン）

バンノ２（ａｎｄ）２ハ率シノ２ 7ニン８％ 4ニン８％ ３ニン９％

２ハ浄シノ２（ａｎｄ）３ハ゛シノ１ １５ニン１７％ 6ニン１１％ ９ニン２６％

１ハ､シノ２（ｏｒ）２ノドンノ２ ５０ニン５７％ ２５ニン４７％ ２５ニン７４％

３ハ心シノｌ（ｏｒ）４ハ゛ンノ２ ３６ニン４１％ ２２ニン４２％ １４ニン４１％

２ハ‐ンノ２（ｏｒ）２ハ゛シノ３ ４６ニン５３％ ２４ニン４５％ ２２ニン６５％

３．２個人研究図書の検索・集計システム

図書館に所属しないけれども部門，個人が管理している文献，書籍，資料等を掌握しておかねばな

らない場合は多い。当学の産業研究所では各教員が一定枠内で購入する研究図書の台帳作成，予算処

理を行なっていろ。当初はタナックシステム（カードによるソート，マージ）を採用し，一応の成果

をあげていたが年数の経過と伴に冊数も増加し，事務担当者の業務量が年々増加している。このこと

は，我々教員にとってサービスの低下を招くだけでなく教育研究活動に支障を来す恐れもある。しか

しながら，この業務は事務所の所轄であり，我々教員ができるものではない。たまたま，産業研究所

の事務長からパソコン程度で事務処理ができないものかと相談を受け，それではテスト的にやってみ

ましょうか.…．.という経緯で作成したのが本システムである。テスト的という意味は，本来組織とし

９



て運用されるべきであるから，システムの採否は事務室にお任せするということである。以下にシス

テムの概要と入出力について説明する。

（１）概要

担当員の処理する伝票をFig.７に示すＯＣＲシートに転記し，適当な量になればカードあるいはフ

ロッピーに変換し，大型機用，パソコン用のデータを作成する。実際にはＯＣＲ（XONDEX-8000

日立造船1情報システム）にデータシートを読ませるだけでよい。規則違反の文字については自動的に

チェックされるが，転記ミスについては同時に出力されるリストをチェックしなければならない。前

述の適当な量とはこのチェックが苫にならない程度をいう。この作業の結果，データが蓄積され，担

当者が必要に応じて，集計・検索を行なうことができる。

Fig.７Ｄａｔａｆｏｒｍａｔ

ｌﾘiＩ：通し番号
ＮＤＣ分類コード
教員コード
学部コード
年度
月
金額
洋・和書の分類
書籍名およびメモ

２２８０６

１２１－５９

１３０

１

５８

１２

１８０００

１

サンキーヨウ･…．.

●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

12345678910111213141516171819202122232425262728293031..．…8０

ｚ２ＳＯ６１２１５ｇｌ３０１５８１２１ＢＯＯＯ１サンキーョウ……

ｌ」Ｌ－－」Ｌ」ＩＵＵＬ－－Ｊｌ
(1)（２）（３）(4)(5)(6)（７）（８）（９）

１桁

－１０－

NＣ 項目 桁数 備考

１ 通し番号 ５桁

２ ＮＤＣ分類コード ５桁

３ 教員．￣ ド ３桁

４ 学部．￣￣ 「 1桁 １：教養２：経営
３：工学４：短大

５ 年度 2桁

６ 月 ２桁

７ 金額 ５桁

８ 祥・和書の分類 1桁 １：洋書２：和書

９ 書籍名およびメモ ４５桁



（２）機能

処理機能としてFORTRAN,BASICとも下記の機能を持っていろ。

ａ・追加，訂正，削除。

ｂ、教員保管図書の検索……何年度から何年度までに購入した書籍のリストを出力する。

ｃ、ＮＤＣ分類による検索……何年から何年までに購入した書籍から指定された分類に該当する書

籍のリストを出力する。

ｄ・集計･･･…指定された年度，学部の購入図書について，ＮＤＣ大分類別，和洋書別に冊数，金額

を月毎に集計し，年度集計も行なう。

（３）処理

FORTRANで作成したシステムでは，作成されたデータをディスクに保管し，集計・検索の必要

に応じて，バッチ処理，あるいはＴＳＳによって出力を得ろ。ＢＡＳＩＣで作成したシステムではフロ

ッピーのコード変換を行なった後，各年度毎のファイルをディスケットで保管する。事務処理が複数

年度にまたがるときはハードディスク（10ＭＢ）に転送後に，単年度の場合はデイスケットのままで

Ｆｉｇ．８Ａｅｘａｍｐｌｅｏｆｏｕｔｐｕｔ

２２２ＳＥＮＳＥＩ

２２８０２，０７１２，２２２，２，５８，４，０．０，シ己

２２８０３，０７１２，２２２，２，５８，４，１００００，０，ジ

２３０２８，０７１２，２２２，２，５８，５，０，０，シ゛

●

（書籍名）● ●

●

２３４９８，０７１２，２２２．２．５８，１１，，０．シ燈

洋書天笑 合計装美０冊和書巻４２冊４２冊

金額～０円金額器１４４９２０円金額芙癸１４４９２０円

５８年度合計
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ハザーー～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

分類０００１０H１２００３００４００５００

洋書 ５
●

1５４２０

３５

３６７２１０

３

４６４０

１９２

１２５９３３７

１０

７３９８０

３２

４５４６６０

和書７０１０７１３１９８９５１８８
１６６７８０２９８１５０４９６８１０６７８８４０２６３７１０９３３６００

－－－－－-－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－-－－－-－－－－－－－－－－－-－－－－－－－-－－－-－￣

合計７５１４２１６３９２１１０５２２０
１８２２００６６５３６０５４３２０１９３８１７７３３７６９０１３８８２６０

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－---－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－-－－－－－－－-－-－－－－－－－－－￣

分類６００７００８００９００合計

洋書 ２８

２７０３８０

２

１２２５０

５５

１６４０６０

６０

３７６０５８

４２２

２９９７９９５

和書 ９

２５２００

３３

１１１１６０

６９

２３６６７０

４９

１８９９００

８３１

２９５３６９０

合計 ３７

２９５５８０

３５

１２３４１０

１２４

４００７３０

１０９

５６５９５８

１２５３

５９５１６８５

－１１－



行なう。処理は対話形式でなされているので担当者はモニタを見ながら入力を行なう。このようにデ

ータ作成の段階では共通性を持たせ，必要に応じて機械を使い分けることは事務効率をあげるだけで

なく，従来より迅速かつ木目の細かいサービスをユーザに提供することが期待できろ。今回は時間的

制約もあり，Fig.７のデータシートに書籍名を記入しないままテストランを行なった。従って,集計

業務（58年度）は実務として終了したが，検索に対するサービスは今後の課題となった｡過去のデー

タを作成することも大変であるが，単年度の処理をパソコンで行ないながら遂次過去のデータをファ

イルにする方法が現実的と判断し，パソコン用のシステムについてはオペレーションマニアルも作成

し実務に耐えるようにしていろ。Fig.８に教員保管図書の検索（本来は書籍名も出力）と集計例を示

す。なお，プログラムについてはリスト量が多いこと，当学独自のものであることから記載を控え

た。なお，対象としたパソコンはpC9801，外部メモリーとして8"フロッピーディスク’５"ハードデ

ィスク（10ＭＢ）である。

！

３．３マークカードによる試験の採点と集計

近年マークカードによる試験が広く行なわれ，その多くは選択肢から正答あるいは誤答を選ぶもの

である。このプログラムはマークカードによる試験を行なうことよりも，筆記試験との相関性を調べ

るために作成した。ところが理解度を知り，到達度の低い生徒に適切な指導ができるという思わぬメ

リットを得た。このため当初は大型機のみの処理を考えていたがクラス単位の処理をパソコンでも行

ないたいという希望もあり，３．１と同様の使い方を検討している。以下にFORTRAN言語で開発した

プログラムを紹介する。

（１）慨要

選択肢を選ぶ方法として１つの問題に対して数個の選択肢から回答する方法と，全問題に対して選

択肢を選ぶ方法が考えられろ。Fig.２の回答カードはその両方に使用できるように設計した。すなわ

ち，１Ａ，１Ｂ……16Ａ，１６Ｂは１問に対して９個の選択肢から選ぶ方法であり，後者は１，２……

16に対し，０１～99の選択肢から選ぶ方法である。処理方法は全く同じであるが入力の煩雑さを避ける

ために２つのプログラムとした。ここに示す例は前者の例である。

（２）機能

採点終了後下記の出力を行なう。

ａ・学生番号，序列，得点一覧表

ｂ、学生番号順の序列，得点，回答リスト

ｃ・序列順に学生番号，得点，回答リスト

ｄ・問題の正答率

ｅ・得点度数分布表

（３）処理

問題数，各問題の配点，各問題の正解，回答カードの11項に並べ，処理を行なう。対象人数は一応

700人としているので回答を貯えるだけで90ＫＢ程度の容量が必要となる。（２Byte単位の格納が可能

であれば45ＫＢ）なお，回答マークカードの前につけるカードもマークカードを用い,１枚目の問題

数は前２桁，２枚目，３枚目の配点，正解カードは問題の回答欄に記入する。

プログラムとしては単純であるが，出力結果の使い方によっては教育効果の向上に役立つものと考

えろ。Fig.９にプログラム，ＦＩｇｌＯに出力例の一部を示す。

－１２－



Ｆｉｇ９ＭａｒｋｓｅｎｓｅｔｅｓｔｐｒｏｇｒａｍｂｙＦＯＲＴＲＡＮ

ＳＯＵＲＣＥＳＴＡＴＥＮＥＩｖＴ

ｃ

ｃ升舛舛舛丹丹科外舛舛舛粍將持ＨＨＨＨＨＨ掛併憐ＨＨＨＨＨＮＨＮＨＨＨ片孫湘

ＣＳＥＳＥＫＩ

Ｃ斜卦識將科辨將辨舛掛併什將舛舛升舛什辮掛丹掛掛針耗辮繩舛Ｈ片翻

Ｃ

ＤＩＨＥＮＳＩＯＮＨＤ（７００１３）ＤＮＳ（ヨ２），ＮＫ（３２）

ＤＩＨＥＮＳＩＯＮＨＮ（７００９３４），ＮＲ（３２）
ＲＥＡ、（５１５００）Ⅱ

５００ＦＯＲＭＡＴ（１２）

ＲＥＡ、（５，５０１）（ＮＳ（１），Ｉ＝１，Ｎ）
ＲＥＡ、（５１５０１）（ＮＫ（１）、Ｉ＝１１Ｎ）

５Ｏ１ＦＯＲＮＡＴｑ０Ｘ，３２１１）

ＮＯ＝０

ＮＧ＝０

，０１５１＝１０３２

１５ＮＲ（１）＝０

，０１０１＝１１７００

，０１０Ｊ＝ｎ３

ＨＤ（１，Ｊ）＝０

l０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

１００ＲＥＡ、（５１５０２’ＥＮＤ＝２００）（Ｎ６（１），１＝ルヨ４）
５０２ＦＯＲＭＡＴ（Ｉ６１１４１３２１ｎ

ＮＯ＝ＮＯ＋１

MＮ（Ｎ０，１）＝ＮＢ（１）

Ｈ、（Ｎ０，１）＝ＮＢ（１）
ＮＴ＝０

，０２０１＝肋Ｎ

ＩＦ（ＮＢｍ＋２）・ＮＥｏＮＫ（１））ＧＯＴＯ１９
ＮＴ＝ＮＴ＋ＮＳ（【）

ＮＲ（１）＝ＮＲ（１）＋ｌ
ｌ９ＨＮ（ＮＯｂｌ＋２）＝ＮＢ（ｌ◆２》
２０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＮＧ＝ＮＣ十ＮＴ

ＨＤ（Ｎ０，２）＝ＮＴ

ＨＮ（Ｎ０，２）＝ＮＴ

ＧＯＴＯ１００

２００ＣＡＬＬＪＯＲＥＴＵ（ＨＤＤＮＯ）
Ｈ＝ＦＬＯＡＴ（ＮＧ）／ＦＬＯＡＴ(ＮＯ）
ＣＡＬＬＬＩＳＴ（Ｈ、，ＮＯ）
WＲＩＴＥ（６，６０ヨ）Ｈ

６０３ＦＯＲＭＡＴ（ｌＨＯ/ｌＨ９８ＸＤ７ＨＨＥＩＫＩＮ＝ＤＦ６ｏ２）
ＣＡＬＬＰＬＩＳＴ（ＮＯ９ＨＮＤＮＫＤＮＲ，Ｈ，ＨＤ）
ＳＴＯｐ

ＥＮＤ

Ｈ

ＨＨＨＨＨ掛併憐ＨＨＨＨＨＮＨＮＨＨＨ片孫升科ＨＨＨ將針升將丹針將憐ＨＨＨ丹針ＩＩＨＨ丹幹外科科料升什升舛丹饗斜舛片片舛掛Ｈ骨憐Ｈ

ＳＥＳＥＫＩ（モコタやイスウヨ２モコ）併
將舛舛升Ｈ片片片掛丹掛掛針耗舛將片科舛科片舛舛什什升持焚舛舛舛舛什舛掛l(ＨＨ骨掛升Ｈ將掛片片將科片舛舛將什特Ｈ掛併針擬將舛ＨＨＨ

１９８２／０５／２４（ＮＯＮ）
Ｈ、（７００１３）ＤＮＳ（死），ＮＫ（３２），ＮＢ（３４）

ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥＪＯＲＥＴＵ（Ｈ０，ＮＯ）
ＤＩＮＥＮＳＩＯＩｖＨＤ（７００１３）

Ｎ＝ＮＯ－１

ＤＯ１０１＝ｌ１Ｎ

ＤＯ２０Ｊ＝ＩＤＮＯ

ＩＦ（Ｈ、（１，１）・ＬＥ。Ｈ、（Ｊ，１））ＧＯ
ＤＯ３０Ｋ＝１１２

１Ｗ＝Ｈ、（１，Ｋ）

H、（１，Ｋ）＝Ｈ、（Ｊ９Ｋ）

Ｈ、（Ｊ，Ｋ）＝Ｉｗ

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＮＳ＝0

Ｗ＝ＮＳ◆１

，０４０１＝１，ＮＯ

ＩＦ（Ｎ、（１，３）・ＮＥｏＯ）ＧＯＴＯ４０

ＩＭＸ＝Ｎ、（１，２）
ＮＸ＝Ｉ

ＧＯＴＯ５０

TＯ２０

０
０
０

３
２
１

1００

－１３－



４０ＣＤＮＴＩＮＵＥ
ＲＥＴＵＲＮ

５０，０６０１＝ＮＸ，ＮＯ

ＩＦ（Ｍ、（１，３）・ＮＥＯ０）ＧＯＴＯ６０
１Ｆ（IvlAX･ＧＥｏＭＤ（１，２））ＧＯＴＯ６０
ＨＡＸ＝ＨＤ（１，２）

６０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＤＯ７０１＝ＮＸ９ＮＯ

ＩＦ（ＨＡＸｏＮＥｏＮＤ（１，２））ＧＯＴＯ７０
ＭＤ（’’３）＝ＮＪ
ＮＳ＝ＮＳ＋１

７０ＣＯＮＴＩＮＵＥ
ＧＯＴＯ１００

ＥＮＤ

ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥＬＩＳＴ（Ｎ、，ＮＯ）
ＤＩＮＥＮＳＩ０ＮＨＤ（７００，３）

、０１０１＝１１Ｎ０，２５０
ＷＲＩＴＥ（６１６００）

６００ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ１１５（８ＨＮＯ，８ＨＴＯＫＵＴＥＮ，８ＨＪＯＲＥＴＳＵ））

Ｎ＝Ｉ＋４９

００２０Ｊ＝肋Ｎ

ＩＦ（ＭＯＤ（Ｊ，１０）－１．ＥＱ。Ｏ）ＷＲＩＴＥ（６１６１０）
６１０ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ）

ＩＦ（Ｊ＋２００．ＬＥ・ＮＯ）ＧＯＴＯ５

１Ｆ（Ｊ＋１５０．ＬＥｏＮＯ）ＧＯＴＯ４

１Ｆ（Ｊ＋ｌ００ｏＬＥ・ＮＯ）Ｇ０ＴＯう
ＩＦ（Ｊ＋５０．ＬＥｏＮＯ）ＧＯＴＯ２

ＩＦＵｏＬＥ・ＮＯ）Ｇ０ＴＯ１
ＧＯＴＯ３０

５１AｌＲＩＴＥ（６１６０５）（Ｈ、（Ｊ，Ｌ），Ｌ＝１１ヨ），（Ｈ、（Ｊ◆５０１Ｌ），Ｌ＝１１う），
鵜（ＭＯ（Ｊ＋１００，Ｌ），Ｌ＝１１３），（叩（Ｊ＋１５０１Ｌ），Ｌ＝ルヨ），（Ｈ、（Ｊ＋２００，Ｌ），Ｌ＝１１ヨ）

６０５ＦＯＲＭＡＴ（１５１８）

ＧＯＴＯ２０

４ＷＲＩＴＥ（６，６０４）（Ｎ、（Ｊ，Ｌ），Ｌ＝１１３），（Ｎ、（Ｊ＋５０１Ｌ），Ｌ＝１１３）,

川WＩＤ（Ｊ＋１００１Ｌ），Ｌ＝１１３），（IUID（Ｊ＋１５０１Ｌ），Ｌ＝ルヨ）
６ＭＦＯＲＭＡＴ（１２１８）

ＧＯＴＯ２０

３ＷＲＩＴＥ（６，６０３）（Ｎ、（Ｊ，Ｌ），Ｌ＝１１３），（Ｎ、（Ｊ＋５０１Ｌ），Ｌ＝１１３），
川Ｈ、（Ｊ＋１００１Ｌ），Ｌ＝１，３）

６０ろＦＯＲＭＡＴ（９１８）

ＧＯＴＯ２０

２ＷＲＩＴＥ（６１６０２）（例、（Ｊ，Ｌ），Ｌ＝１１３），（Ｎｐ（Ｊ◆５０，Ｌ），Ｌ＝１１ヨ）
６０２ＦＯＲＭＡＴ（６１８）

ＧＯＴＯ２０

１ＷＲＩＴＥ（６１６０１）（Ｈ、〈ＪＤＬ）ＯＬ＝１１う）
６０１ＦＯＲＭＡＴ（３１８）

２０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

l０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

３０ＲＥＴＵＲＮ

ＥＮＯ

1４



ＳＵ６ＲＯＵＴＩＮＥＰＬＩ５Ｔ（Ｎ０，１１Ｎ，ＮＫ，ＮＲ，Ｈ，Ｎ、）

ＤＩｌｖＩＥＮＳＩＯＮｌｖＷ（７００１ヨ４），ＮＫＧ２），ＮＲ（ヨ２），ＮＮ（ヨ２），Ｍ、（
、０６０１＝１１Ｍ

６０ＮＮ（１）＝１

Ｎ＝ＮＯ－１

ＤＯ１１０１＝ｌ１Ｎ

ＤＯ１２０Ｊ＝１，ＮＯ

ＩＦ（ＮＮ（１，１）・ＬＥ・ＩｖｌＭＪ，ｌ））ＧＯＴｑｌ２０
ＤＯｐＯＫ＝ルヨム

Ｌ＝ＭＮ（１，Ｋ）

ＨＮ（１，Ｋ）＝ＨＮ（Ｊ，Ｋ）

ＨＮ（Ｊ，Ｋ）＝Ｌ

１３０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

１２０ＣＯＮＴＩＮＵＥ
ＵＯＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＤＯ１５０Ｋ＝１１ＮＯ

ＩＦ（ＮＯＤ（Ｋ’５０）－１．ＮＥ・０）ＧＯＴＯ１６０

ＷＲＩＴＥ（６１７０１）（ＮＮ（１）,Ｉ亭１１１VI）

７０１ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ１１ＭＸ，ろ２１３）

ＷＲＩＴＥ（６１７０２）（ＮＫ（１）’１三助川
７０２ＦＯＲＩｖｌＡＴ（１Ｈ０，１０Ｘ，４Ｈセイカイ，ヨ２【ろ）

１６０１Ｆ（ＮＯＤ（Ｋ，１０）－１．EGlo0）ｌＡｉＲＩＴＥ（６１６１う）

ＷＲＩＴＥ（６，７０３）（Ｈ、（Ｋ，Ｊ），Ｊ＝ルヨ），（ＮＮ（Ｋ，Ｊ），Ｊ＝ろ，３４）
l５０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

７０３ＦＯＭＡＴ（１Ｈ，１６，２１４１３２１３）
ＷＲＩＴＥ（６，６００）ＮＯ

６００ＦＯＲｌｖｌＡＴ（１Ｈ１／／／１Ｈ０，０州將州舵イカイリヅ鵜州セイトソウスウ０１１６）
ＷＲＩＴＥ（６１６０１）

６０１ＦＯＲｌｖｌＡＴ（１Ｈ０，３Ｘ，２ＨＩＶ０，３Ｘ，２ＨＯＫ，４Ｘ，ｌＨ％）

００１０１＝ｎＭ

Ｒ＝ＦＬＯＡＴ（ＮＲ（１））／ＦＬＯＡＴ（ＮＯ）斜１００．０
ＷＲＩＴＥ（６１６０５）Ｉ，ＮＲ（１），Ｒ

１０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

６０５ＦＯＲＨＡＴ（１Ｈ，２１５１Ｆ８．２）
Ｎ二Ｎ０－１

００２０１＝１１Ｎ

００ヨ０Ｊ＝１，ＮＯ

ＩＦ（ＮＮ（１，２）・ＧＥｏｌｖＩＭＪ，２））Ｇ０ＴＯヨ０

，０４０Ｋ＝１，ヨ４

Ｌ二MＮ（肋Ｋ）

ＨＮ（肋Ｋ）＝ＨＮ（Ｊ，Ｋ）

ＭＮ（Ｊ，Ｋ）＝Ｌ

４０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

３ＯＣＯＮＴＩＮＵＥ

２０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＤＯ１００１＝ｎＮＯ

ＩＦ（ＮＯＤ（肋５０）－１．ＮＥＯ０）ＧＯＴＯ９０

ＮＲＩＴＥ（６１６１０）（ＮＮ（Ｊ），Ｊ＝l11UI）

ＷＲＩＴＥ（６１６１１）（ＮＫ（Ｊ），Ｊ＝１１M）

ＰＬＩ５Ｔ（Ｎ０，１１Ｎ，ＮＫ，ＮＲ,Ｈ，Ｎ、）

lvW（７００１ヨ４），ＮＫＧ２），ＮＲ（ヨ２），ＮＮ（ヨ２），Ｍ、（７００１ヨ）

－１５－



FＯＲＭＡＴ（ｌＨ１１１０Ｘ，３２【３）

FＯＲｌｕ１ＡＴ（１Ｈ０，６Ｘ，４Ｈセイカイ，３２１３）
ＩＦ(ＭＯＤ（】，１０）－１．ＥＱ．O）ＷＲＩＴＥ(６１６１３）
ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ）

ＷＲＩＴＥ（６１６１５）（ＮＮ（ルＪ），Ｊ＝１１３４）
ＦＯＲＭＡＴＵＨ，１６１１４，３２１ヨ）

ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＣＡＬＬＤＯＳ（Ｎ、，ＮＯ）
ＲＥＴＵＲＮ

ＥＮＤ

０
１
０
３
５
０

１
１
９
１
１
０

６
６
６
６
１

ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥＤＯＳ（ＨＤ，ＮＯ）
ＤＩＭＥＮＳＩＯＮＮＤ（７００１３），Ｋ、（１０），ＮＰ（５１１００），しり（１０）
ＤＡＴＡＩＴ／１Ｈ・／９１Ａ／１ＨＷ，１８／１Ｈ／
、０１０１＝１，１０

１０Ｋ、（１）＝０

，０２０Ｊ＝１１ＮＯ

Ｎ＝ＨＤｕ，２）／１０
１Ｆ（ＮｏＥＱｏｌＯ）Ｎ＝９

Ｋ、（Ｎ＋１）＝Ｋ、（Ｎ＋１）＋１

２０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＤＯ３０１二１，１０

うOＬＤ（１）＝ＩＨ１０

ＷＲＩＴＥ（６，６００）（し、（１），】＝１１１０）
６００ＦＯＲＭＡＴ（ｌＨ１９２０Ｘ，１０１１０）

、０５０１＝１，１０

，０６０Ｊ＝１１５

，０７０Ｋ＝１，１００

ＮＰＵｌＫ）＝１８

１Ｆ（ＮＯＤ（Ｋ，５）・ＥＱ。O）ＮＰ（ＪｐＫ）＝ＩＴ
７０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

６０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

Ｈ二Ｋ、（１）

ＩＲＭ・ＬＥＯ５００）G０ＴＯ７６

７５ＳＴＯＰ

７６，０８０Ｊ＝１１Ｎ

ＩＦ（ｊ・ＬＥ・１００）ＮＰｕ，Ｊ）＝ＩＡ
ＩＦ（ＪｏＧＴｏ１００・ＡＮＤｏＪ・ＬＥ・２００）ＮＰ（２１Ｊ－１００）＝ＩＡ
ＩＦ（Ｊ・ＧＴ・２００．ＡＮＤ・ＪｏＬＥｏ３００）ＮＰ（３，Ｊ－２００）＝ＩＡ
ＩＦ（Ｊ・ＧＴｏ３００ｏＡＮ０．Ｊ・ＬＥｏ４００）ＮＰ（４，Ｊ－３００）＝ＩＡ
ＩＦ（Ｊ・ＧＴｏ４００・ＡＮＤ・ＪｏＬＥｏ５００）ＮＰ（５１Ｊ－４００）＝１Ａ

８０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＫＫ二脚１０－１

，０９０Ｊ＝１１５

１Ｆ（Ｊ・ＥＱ・ろ）ＷＲＩＴＥ（６１６０１）ＫＫ
ＮＲＩＴＥ（６１６０２）（Ｎｐ（Ｊ，Ｋ）ＤＫ亭１１１００）

９０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＩＡＩＲＩＴＥ（６１６０３）

５０ＣＯＮＴＩＮＵＥ
６０１ＦＯＲ１ｕＩＡＴ（１Ｈ◆９１３，１７）

６０２ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ，２０Ｘ，１００Ａ１）
６０３ＦＯＲＮＡＴｑＨ）

ＲＥＴＵＲＮ

ＥＮＤ

－１６－



Ｆｉｇ．１０Ａｅｘａｍｐｌｅｏｆｏｕｔｐｕｔ

ＮＥ
Ｂ
４
４
７
６
１
１
５
６
０

Ｔ
７
９
５
４
９
７
６
６
８
９

ＵＫＯＴ

ＮＯ

２１０１０１
２１０１０２

２１０１０３

２１０１０４

２１０１０５

２１０１０６

２１０１０７

２１０１０８

２１０１０９
２１０１１０

ｕｓ
３
６
７
６
３
１
８
２
０
８

Ｔ
１
０
３
５
４
９
９
６
２
６

Ｅ
ろ
１
５
５
３
４
４
２
１

Ｒ０Ｊ

ＮＯＴＯＫＵＴＥＮ ＪＯＲＥＴＳＵ

５０９

２８６

１

１６２

１２４

５８２

２１０

５１１

４３

１２４

ＮＯＴＯＫＵＴＥＮ ＪＯＲＥＴＳＵ

４９８

２４４

５０９

２２０

４２０

１

４９０

４９８

２１０２１４

２１０２１５

２１０２１６

２１０２１７

２１０２１８
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３．４中学用５教科試験集計システム

中学校における教員の仕事量は想像以上に多い。最終学年ともなれば尚更である。特にクラス数の

多い学校では事務量も級数的に増加するようで，生徒が倍になれば教員を倍にすればよいという単純

思考では教育問題は解決しないように思われろ。このような，いわゆるマンモス校でもパソコンで成

績集計ができないか，その延長線上でこれらのデータを基にした種々の処理ができればという発想で

本システムを開発した。また，１学年700人程度の処理をＰＣ8001程度の機種で行ない，しかも操作，

入力方法を容易にすることを目的としてシステム作成を行なった。

以下にその説明を行なう。

（１）慨要

入力の方法として，あらかじめ生徒名簿を作成しておけば，任意のクラスに任意の科目点数が入力

できる。入力が終了すると５科目合計（国，数，社，理，英），全学年序列，偏差値と，参考として

３科目合計（国，数，英）を出力する。またクラス別の各教科の平均点，各科目の度数分布表も資料

として出力できる。これらのプログラムの機能については後述するが，これらのデータプログラムは

ディスクに格納し小さい容量でも処理できるように工夫した。また並べ替えの方法もquciksortを

採用し処理時間もlib程度に短縮した。

（２）機能

本システムは，国語，社会，数学，理科，英語の５科目試験の結果を集計するシステムで，下記の

プログラムから構成されていろ。

１．原本（名簿）作成プログラム

名簿をクラス別に作成し，ドライブ１のディスクに格納する。

ａ）プログラム名“genpon”

ｂ）最大クラス数１４クラス

ｃ）１クラス最大人数４９名

２．作業用名簿作成プログラム

原本の名簿をドライブ２のディスクに移す。

ｂ）プログラム名“name，,

３．成績入力プログラム

クラス別，科目別に成績を入力する。

ａ）プログラム名“seiseki，，

４．チェックプログラム

入力された氏名，成績をチェックするために出力するプログラムである。

また集計終了後に，このプログラムを使用すると，処理結果も出力できろ。

ａ）プログラム名“check，，

５．作成された名簿，あるいは成績を訂正したり，名簿の追加，削除を行なう。このプログラムは

作業用ファイルの訂正，追加，削除だけでなく，原本の訂正，追加，削除も行なえろ。

ａ）プログラム名“teisei”

６．成績クリアプログラム

指示したクラスの成績をすべてClearするプログラムで“check，，や後述の“qsum”の実行中

にエラーが出た時，全成績をClearさせる

ａ）プログラム名“Clear”

７．集計プログラム

成績入力が終了すると，３科目合計，５科目合計，偏差値，学年序列を計算し出力する。

０

、
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ａ）プログラム名“qsum，,

８．資料作成プログラム

各クラスと全体の科目別（３計・５計も含む）平均点および科目別の度数表を出力する。

ａ）プログラム名“shiryo”

（３）オペレーション

前述のプログラムは,メニュー方式で構成しているため,プログラムの呼び出しのためにMOUNT，

ＬＯＡＤを，遂一しなくてよい。

呼び出しの方法は，下記の通りである。

１．ドライブ１（以下ｄｌ）に，システムプログラムを入れろ。

２．ドライブ２（以下ｄ２）に，データ用デイスケットを挿入する。

３．ＭＯＵＮＴ１ＬＲ/Ｔ〕

４．LOAD"Ｍ”〔Ｒ/Ｔ〕

５．呼び出したいプログラム番号〔Ｒ/Ｔ〕auto-mnになっているためＲＵＮの指示がなくとも

実行に入る。

６．プログラムが終了し，再度実行したいときは〔ｆ５〕（run），

他のプログラムを呼び出したいときは〔ｆ、を押すと，メニューが表示されるので，No.５

からの繰返し老’行なう。

７．終了するときも，〔ｆｌ〕を押し，メニューの９番（＊オワリ＊）を入力する。

以下にそのプログラムと出力例を示すが，このプログラムはいろいろ使い道があるようで，進路指

導用，担当科目の総合評価等のプログラムへの改良もされていろ。我々サイドでも学生の実験，実習

の評価システムへの改良も検討していろ。また次の問題としてこれらのデータを大型機に移し，個々

の生徒に対する木目細かい指導資料の作成を検討していろ。Fig.１１にプログラム，Fig.１２に出力例

を示す。

Ｆｉｇ．１１TotalizationprogramofexaminatioｎｂｙＢＡＳＩＣ

１０，

２０，１メニュー （１９８３年９月）

３０’

３５ＲＥＭＯＶＥ

４０ＰＲＩＮＴCHR＄（１２）：、ＩＭＦ＄（８）
５０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）；01＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝叩

６０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）；、＝＝００

メニュー７０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）；“＝＝ｌＩ

ＭＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）；１１＝＝'０

９０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１０）；１１＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝Ⅲ

１００ＰＲＩＮＴ

１１０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１２）；ＩＩＬｇｅｎｐｏｎ ｍ：Ｆ＄（１）＝''９eｎｐｏｎ

ｌ２０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１２〕；１０２．ｎａｍｅ ,,：Ｆ＄（２）＝''ｎａｍｅ'１
ｌ３０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１２）；Ｍ３・ｓｅｉｓｅｋ’１：Ｆ＄（３）＝mｓｅｉｓｅｋ

ｌ４０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１２）；“４．ｔｅｉｓｅｉ！’：Ｆ＄（４）＝”ｔｅｉｓｅｉ

ｌ５０ＰＲＩＮＴＴＡＢＵ２）；'０５．ｑｓｕｍ １１：Ｆ＄（５）＝mｑｓｕｍＭ

１６０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１２）；006．ｓｈｉｒｙｏ ｍ：Ｆ＄（６）＝''ｓｈｉｒｙｏ

１７０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（１２）；117．ｃｈｅｃｋ１，：Ｆ＄（７）＝'℃ｈｅｃｋＭ
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１９０ＰＲＩＮＴＴＡＢ（３０）；：ＩＮＰＵＴｏｏＮＯ・'0；Ｚ

１９５１ＦＺ＝９ＴＨＥＮ２４０

２００１ＦＺ＜ＯＯＲＺ＞８ＴＨＥＮ１９０

－１９－



０
０
０
５
０
０
０
０

１
２
３
３
４
５
６
７

２
２
２
２
２
２
２
２

KEY１，１１ｍｏｕｎｔｌ：ｒｕｎ11＋|CHR＄(３４）＋'1Ｍm＋CHR＄(３４）＋CHR＄（１３）
MOUNT1：ＲＵＮＦ＄(Ｚ）

ＣＬＯＳＥ：ＲＥＭＯＶＥ

ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）

ＬＯＣＡＴＥ２０，１０：ＰＲＩＮＴ“オリカレサマ１１１１
EＮＤ

CHR＄（１２）

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
ｌ
２
３

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５

ＰＲＩＮＴＣ

ＰＲＩＮＴ“

ＰＲＩＮＴ１１

ＰＲＩＮＴ１１

ＤＥＦＩＮＴ

OB

ICIｇｅｎｐｏｎＩｍ
Rn0０

DＥＦＩＮＴＱ
P

ＧＯＳＵＢ３８０

ＤＩＩＶｌＱＭ５０〕ｏＮＭ＄（５０）．Ｑ（５０，９）
ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ１１ナンクミデスカ’0；Ｋ

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴＫ；!'クミノニンオウ’1；：ＩＮＰＵＴＮＯ

Ａ＄=ＣＮ＄（Ｋ〕：ＰＲＩＮＴ
ＦＯＲＩ＝ｌＴＯＮＯ

ＩＮＰＵＴＭＮｏ．！'；ＱＮ（１）：ＱＮ（１）＝Ｋ砦１００＋ＱＮ（１）
ＮＥＸＴＩ

ＢＥＥＰ

TＯＮＯ

ＱＮ（１）；ＭｎａｍｅＭ；：INPUTNM＄（１）

ＦＯＲＩ＝１

ＰＲＩＮＴ

ＮＥＸＴＩ

ＢＥＥＰ

ＧＯＳＵＢ５００

ＩＮＰＵＴ１０ホカノクラスモニュウリヨクシマスカ？１．ｙｅｓ２．，０００；Ｙ

ＩＦＹ＝１ＴＨＥＮ１９０

ＥＮＤ

●＝＝ ＳＵＢ１０００＝＝
０－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＩＭＣＮ＄（１４）
ＦＯＲＩ＝１ＴＯ１４

ＲＥＡＤＣＮ＄（１）

ＮＥＸＴＩ

ＤＡＴＡｔＯ１，ｔｏ２，ｔ０３，ｔ０４，ｔ０５，ｔ０６，ｔＯ７

ＤＡＴＡｔＯ８，ｔｏ９，ｔ１０，ｔ11,ｔ１２，ｔ１３，ｔｌ４

ＲＥＴＵＲＮ

’
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一一
一一

一一
一一

一一
一一

一一
一一

二
０
二

二
０
ニ
ー

ニ
０
二

宝
２
二
Ｔ

ｌ一
二
Ｎ

一一
宝
Ｕ

二
Ｂ
ｌ
－
Ｏ

－
－
Ｕ
ｌ
ｌ
Ｍ

一
一
ｓ
一
一

一一
一
一
●
●

一一
一一

一一
宝
Ｅ

’’
二
Ｖ

二
一
一
一
一
０

一
一
一
一
一
一
ＭＥ

・
・
・
Ｒ

－２０－



０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６

OＰＥＮＡ＄ＦＯＲＯＵＴＰＵＴＡＳ＃１
ＰＲＩＮＴ＃１，ＮＯ

ＦＯＲＩＩ＝１ＴＯＮＯ

ＰＲＩＮＴ＃１，ＱＭＩＩ〕，ＮＭ＄（１１）
ＮＥＸＴＩＩ

ＦＯＲＩＩ＝ｌＴＯＮＯ

ＦＯＲＩｊ＝１ＴＯ９

ＰＲＩＮＴ＃ＬＱ（１１，１Ｊ）
ＮＥＸＴＩＪＪＩ

ＣＬＯＳＥ＃１：ＲＥＩＶＩＯＶＥ

ＲＥＴＵＲＮ

１００，

１１０，ＩｎａｍｅｓｔｏｒｅｆｒｏｍＤ１ｔｏＤ２（１９８
１２０，

１３０ＤＥＦＩＮＴＱ：ＰＲＩＮＴCHR＄（１２）
１３２ＰＲＩＮＴＯ１－

１３４ＰＲＩＮＴ”Ｉｎａｍｅｌ

ｌ３６ＰＲＩＮＴＭ－－

１３８ＰＲＩＮＴ

１４０ＤＩＭＱＮ（５０），ＮＭ＄（５０），Ｑ（５０，９）
ｌ５０Ｏ

ｌ６０ＧＯＳＵＢ１０００

１７０，

１８０１ＮＰＵＴＩ`ナンクミヲウリシマスカ１１：Ｋ
１８５ＰＲＩＮＴ

１９０Ａ＄=ＣＮ＄（Ｋ）
２００゜

２１０ＧＯＳＵＢ３０００

２２０，

２３０ＧＯＳＵＢ２０００

２４０，

２５０ＩＮＰＵＴ１１ホカノクラスモウリシマスカ１＝ｎｏ，２＝ｙｅｓ１，；ｙ
２５５ＰＲＩＮＴ

２６０１ＦＹ＝２ＴＨＥＮ１８０

２７０ＥＮＤ

２８０，

１０００．＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

１０１０．＝＝ＳＵＢ１０００＝＝
１０２０．＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

１０３０ＤＩＭＣＮ＄（１４）
１０４０ＦＯＲＩ＝１ＴＯ１４

１０５０ＲＥＡＤＣＮ＄（１）
ｌ０６０ＮＥＸＴＩ

１０６５．

１０７０ＤＡＴＡｔＯＬｔＯ２，ｔｏ３，ｔ０４，ｔ０５，ｔ０６，ｔ0７
１０８０ＤＡＴＡｔＯ８，ｔｏ９．ｔ１０，ｔ11,ｔ１２，ｔ１３，ｔ1４
１０９０ＲＥＴＵＲＮ

１１００．

２０００，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

２０１０．＝＝ＳＵＢ２０００＝＝
２０２０．＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

２０３０ＲＥＭＯＶＥ：ＭＯＵＮＴ２

２０４００ＰＥＭ２：!`＋Ａ＄ＦＯＲＯＵＴＰＵＴＡＳ＃１

(１９８３年９月）

2１



２０５０ＰＲＩＮＴ＃１，Ｎ０

２０６０ＦＯＲＩＩ＝ｌＴＯＮＯ

２０７０ＰＲＩＮＴ＃１，ＱＮ（ＩＩ〕，MVI＄（Ⅲ）
２０８０ＮＥＸＴＩＩ

２０８５，

２０９０ＦＯＲＩＩ＝１ＴＯＮＯ

２１００ＦＯＲＩＪ＝ｌＴＯ９

２１１０ＰＲＩＮＴ＃１，Ｑ（ＩＬＩＪ）

2120ＮＥＸＴＩＬＩＩ

ｍ３０ＣＬＯＳＥ＃１：ＲＥＭＯＶＥ

ｍ４０ＲＥＴＵＲＮ

２１５０，

３０００，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

３０１０，＝＝ＳＵＢ３０００＝＝

３０２０，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

３０３０ＲＥＭＯＶＥ：ＭＯＵＮＴ１

３０４００ＰＥＮＡ＄ＦＯＲＩＮＰＵＴＡＳ＃1

３０５０ＩＮＰＵＴ＃１，Ｎ０
３０６０ＦＯＲＩＩ＝１ＴＯＮＯ
３０７０INPUT＃ｌＱＮ（１１），ＮＭ＄（１１）
３０８０ＮＥＸＴＩＩ
３０８５

３０９０ＦＯＲＩＩ＝ｌＴＯＮＯ
３１００ＦＯＲＩＪ＝１ＴＯ９
３１１０１ＮＰＵＴ＃１，Ｑ（１１，１Ｊ）
３１２０ＮＥＸＴＩＪ，Ⅱ
３１３０ＣＬＯＳＥ＃１：ＲＥＭＯＶＥ
３１４０ＲＥＴＵＲＮ

1００

１１０

１２０

１２１

１２２

１２３

１２４

１３０

１４０

１５０

１６０

１７０

１８０

１９０

２００

２１０

２２０

２３０

２３２

２３５

２３７

２４０

２５０

２６０

２７０

２８０

２９０

(１９８３年９月）cｈｅｃｋ

ＰＲＩＮＴCHR＄（１２）
Ｏ０

ＰＲＩＮＴ０１－－弓

PＲＩＮＴＭｌｃｈｅｃｋｌ１ｌ

ＰＲＩＮＴｍ－－－ｉｌ

ＤＥＦＩＮＴＱ：ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）

GＯＳＵＢ１０００

ＤＩＭＱＭ５０），ＮＭ＄（５０），Ｑ（５０，９）

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ１ｌｐｒｉｎｔスルクラスⅡ；Ｋ

Ａ$=ＣＮ＄(Ｋ）

ＧＯＳＵＢ３０００

ＬＰＲＩＮＴＫ；!'グミ“；ＮＯ；１１ニン'１：ＬＰＲＩＮＴ

ＧＯＳＵＢ７０００

ＦＯＲＩ＝１ＴＯＮＯ

ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｍ＃＃＃＃＆

ＦＯＲＪ＝ｌＴＯ９

ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ１１＃＃＃、：Ｑ（１，Ｊ）：

ＮＥＸＴＪ

ＬＰＲＩＮＴ

８Ｍ；ＱＭＩ）；ＮＭ＄（１）：

－２２－



７
４
Ｏ
１

ｔ
ｔ
９
９

６
３

１

０
１

件
ｔ
ｔ

ｊ

９
９

ｓ
Ｉ

５
２

Ａ
Ｉ

一
一
一
一
一
一

０
１

一
一
一
一
一
一

’

一
一
一
一
一
一

ｔ
ｔ

一
一
室
二
Ｔ

＄
’

一
一
一
一

９
ｑ

一
一
一
一
Ｕ

Ｍ
Ｊ

一
一
一
一

４
１

二
二
Ｐ

Ｎ
Ｉ

一
一
一
一

０
１

二
二
Ｎ

９
９

一
一
一
一

ｔ
ｔ

二
二
－

’
’

二
０
二

９
９

ｌ
ｌ
０
－
－

Ｉ
Ｉ
Ｅ

’
’
０
二

３
０

三
０
二
２
Ｒ

Ｉ
９
１
Ｖ

ｌ
－
０
ｌ
ｌ

０
１

二
０
二
Ｃ
Ｃ
Ｉ

ｏ
Ｑ
ｏ

ｌ
－
ｌ
－
－

ｔ
ｔ

三
３
二
Ｔ
Ｆ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
０
９
Ｍ

一
一
二
４
Ｊ

９
０

－
－
一
一
Ｎ

Ｑ
Ｔ
１
Ｅ

一
一
二
１
１

２
９

二
二
Ｕ
＄
０
０
，

０
＃
Ｒ

－
－
Ｂ
二
Ｊ
ｌ

０
０

二
Ｂ
二
ｏ
Ａ
Ｎ
Ｔ
ｌ

Ｔ
ｌ
Ｉ

－
－
Ｕ
－
－
４
０
＄

ｔ
ｔ

二
Ｕ
二
Ｍ
十
，
＃

一
一
Ｔ
Ｉ
：

一
一
ｓ
二
ｌ
Ｔ
Ｎ

９
９

一
一
ｓ
一
一
叩
ｌ
ｌ

ｌ
ｊ
Ｕ
，

一
一
－
－
１
Ｃ

１
８

ｌ
ｌ
二
：
：
＃
一
一
Ｔ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｊ
ｌ

ｌ
－
一
一
＄
１

０
０

二
二
２
Ｉ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
＃

一
一
二
Ｎ
ｌ
ｌ
Ｄ
Ｉ
ｔ
ｔ
Ｎ
一
一
一
一
Ｅ
叩
Ｔ
Ｉ
Ｐ

Ｉ
Ｒ
Ｉ

Ｎ

二
ｌ
ｌ
Ｃ
Ｉ
Ａ

Ｒ
二
二
Ｖ
Ｕ
Ｎ
Ｔ

Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｉ

－
－
－
－
－
－

Ｅ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｕ
二
一
一
二
ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
Ｒ
Ｆ
Ｘ
ｓ
Ｕ

Ｔ
一
一
二
一
一
Ｍ
Ｒ
Ｒ
Ｘ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
一
一
一
一
一
一
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｅ
ｏ

Ｅ
ｏ
Ｔ

Ｘ
Ｄ

Ｉ
ｏ
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｅ

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
Ｎ
Ｆ

Ｎ
Ｌ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
，
，
０
，
Ｆ
Ｎ
，
Ｄ
Ｄ
Ｒ
，
，
，
．
Ｒ
ｏ

Ｃ
Ｒ

Ｏ

Ｎ
Ｅ
，
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
１
２
３
４
５
６
７
８
８
９
０
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

０
１
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１

３
３
３
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

０
０
０
０
２
４
６
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０

０
１
２
３
３
３
３
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
２
３
４
５
６
７

ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
２
２
２
２
２
２
２
２

￣￣

Ｅ９月）Ｉ〔１９８３年ｔｅｉｓｅｉ

Ｑ：ＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）ＤＥＦＩＮＴ

ＰＲＩＮＴｍ

ＰＲＩＮＴ１Ｉ

ＰＲＩＮＴ’１

PＲＩＮＴ

Ｆ－－￣

Ⅱｔｅｉｓｅｉ
Ⅱロ

GＯＳＵＢ１０００

ＤＩＭＱＭ５０），ＮＭ＄（５０），Ｑ（５０，９）
ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴＭテイセイスルクラス’１；Ｋ

Ａ＄=ＣＮ＄（Ｋ）

ＧＯＳＵＢ３０００

ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴｌ１テイセイハ１．メイホ゛２．セイセキ

ＩＦＴ＝２ＴＨＥＮ６４０

00；Ｔ

メイホ心テイセイ

－２３－



５
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
８
９
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８

ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴ１１１・テイセイ２．ツイカ３．サクシーョ 叩；ＴＡ

ＩＦＴＡ＜＞ｌＴＨＥＮ３８０

ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴＭテイセイスルセイトハ…ン．、ウＮｏ．＝川；ＱＡ
ＦＯＲＩ＝ｌＴＯＮＯ

ＩＦＱＮ（１）＝ＱＡＴＨＥＮ３５０
ＮＥＸＴＩ

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ１Ｉセイトハ竃ンコーウブシ１１１１：ＧＯＴＯ３００

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴＷｅｗＮｏ･Ｎａｍｅ！!；ＱＮ（１）．ＮＭ＄（１）
GＯＴＯ７３０

IＦＴＡ＜＞２ＴＨＥＮ５１０
０

．メイホ率ヅイカ

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴｉ０ナンハ凸ンメニリイカシマスカ’１：ＮＫ
ＮＯ＝ＮＯ＋１

ＩＦＮＯ＝ＮＫＴＨＥＮ４８０

ＦＯＲＩ＝ＮＯＴＯＮＫＳＴＥＰ－１

ＩＰＩ＝１ＴＨＥＮ４８０

ＱＮ（１）＝ＱＭＩ－１）：ＮＭ＄（１）＝ＮＭ＄（１－１）
ＮＥＸＴＩ

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ１１ＮｅｗＮｏ，ＮａｍｅＭ；ＱＮ（ＮＫ川ＮＭ＄(ＮＫ）
GＯＴＯ７３０

メイホ゛サクシ…ョ

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ“サクジヨスルセイトハツコ゛ウ“；ＱＡ
Ｍ＝ＮＯ：ＮＯ＝ＮＯ－１

１ＦＱＭＭ）＝ＱＡＴＨＥＮ７３０
ＦＯＲＩ＝１ＴＯＭ

ＩＦＱＭＩ〕＝ＱＡＴＨＥＮ５９０
ＮＥＸＴＩ

ＦＯＲＪ＝Ｉ＋１ＴＯＭ

ＱＮ（Ｊ－１）＝ＱＭＪ）：ＮＭ＄(Ｊ－１）＝ＮＭ＄（Ｊ）
NＥＸＴＪ

ＧＯＴＯ７３０

セイセキテイセイ

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ１１１ｚイトハ、ンコーウ’１；ＱＡ
ＦＯＲＩ＝１ＴＯＮＯ

ＩＦＱＭＩ）＝ＱＡＴＨＥＮ７００
ＮＥＸＴＩ

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴＭテイセイスルカモク１．コ
ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ“テイセイテン’1；Ｑ（１，Ｊ）

'0：』ｶモク１．コク２．シャ３．スウ４．リカ５．エイ

'1；Ｑ（１，Ｊ）

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ１Ｉホカノテイセイ０．ナシ１．アリ０１；Ｙ
ＩＦＹ＝１ＴＨＥＮ２２５

GＯＳＵＢ２０００

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ１Ｉゲンホ゜ンモコウシンシマスカ１．ｙｅｓ２．，ＣＭ；Ｔ
ＩＦＴ＝２ＴＨＥＮＥＮＤ

ＲＥＭＯＶＥ：ＭＯＵＮＴ１

０ＰＥＮＡ＄ＦＯＲＯＵＴＰＵＴＡＳ＃１

－２４－



８３０ＰＲＩＮＴ＃１，ＮＯ

ＭＯＦＯＲＩ＝１ＴＯＮＯ

８５０ＰＲＩＮＴ＃１，ＱＭＩ），ＮＭ＄（１）
８６０ＮＥＸＴＩ

８７００

８８０ＦＯＲＩ＝１ＴＯＮＯ

８９０ＦＯＲＪ＝１ＴＯ９

９００ＰＲＩＮＴ＃１，Ｑ（１．Ｊ〕
９１０ＮＥＸＴＪ，Ｉ

ｇ２０ＣＬＯＳＥ＃１：ＲＥＭＯＶＥ

９３０ＥＮＤ

９４０，

１０００，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

１０１０．＝＝ＳＵＢ１０００＝＝
１０２０，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

ｌ０３０ＤＩＭＣＮ＄（１４）
ｌ０４０ＦＯＲＩ＝ｌＴＯ１４

１０５０ＲＥＡＤＣＮ＄（１）
１０６０ＮＥＸＴＩ

１０７０，

１０８０ＤＡＴＡｔＯＬｔＯ２，ｔｏ３，ｔ０４，ｔ０５，ｔ０６，
１０９０ＤＡＴＡｔＯ８，ｔｏ９，ｔ１０，ｔ11,ｔ１２，ｔ１３，
１１００ＲＥＴＵＲＮ

１１１０．

２０００ウー＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

２０１０，＝＝ＳＵＢ２０００＝＝

２０２０．＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

２０３０ＲＥＭＯＶＥ：ＭＯＵＮＴ２

２０４００PENm2：叩＋Ａ＄ＦＯＲＯＵＴＰＵＴＡＳ＃１
２０５０ＰＲＩＮＴ＃１，Ｎ０
２０６０ＦＯＲＩＩ＝ｌＴＯＮＯ

２０７０ＰＲＩＮＴ＃１，ＱＮ（１１兆ＮM＄（１１）
２０８０ＮＥＸＴＩＩ

２０９０，

２１００ＦＯＲＩＩ＝１ＴＯＮＯ

２１１０ＦＯＲＩＪ＝１ＴＯ９

２１２０ＰＲＩＮＴ＃１，Ｑ（１１，１Ｊ）

２１４０ＣＬＯＳＥ＃１：ＲＥＭＯＶＥ

ｍ５０ＲＥＴＵＲＮ

２１６０，

３０００．＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

３０１０．＝＝ＳＵＢ３０００＝＝
３０２０，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

３０３０ＲＥＭＯＶＥ：ｌＶＩＯＵＮＴ２

３０４００PENＭ２：！!＋Ａ＄ＦＯＲＩＮＰＵＴＡＳ＃1
３０５０ＩＮＰＵＴ＃１．Ｎ０

３０６０ＦＯＲＩＩ＝１ＴＯＮＯ

3０７０ＩＮＰＵＴ＃１，ＱＭＩＩ），ＮＭ＄（１１）
３０８０ＮＥＸＴＩＩ

３０９０，

３１００ＦＯＲＩＩ＝１ＴＯＮＯ

３１１０ＦＯＲＩＪ＝１ＴＯ９

３１２０ＩＮＰＵＴ＃ＬＱ（１１，１Ｊ）
３１３０ＮＥＸＴＩＬＩＩ

３１４０ＣＬＯＳＥ＃１：ＲＥｌＶＩＯＶＥ
ｍ５０ＲＥＴＵＲＮ

ｔＯＬｔＯ２，ｔｏ３，ｔ０４，ｔ０５，ｔ０６，ｔ０７

t０８，ｔ０９，ｔ１０，ｔ11,ｔ１２，ｔ１３，ｔ1４

－２５－



1００

１１０

１２０

１３０

１４０

１５０

１６０

１７０

１８０

１９０

２００

２１０

２２０

２３０

２４０

２５０

２６０

２７０

２８０

２９０

３００

３１０

３２０

３３０

３４０

３５０

３６０

３７０

３８０

３９０

４００

４１０

４２０

４３０

４４０

４５０

４６０

４７０

４８０

４９０

５００

５１０

５２０

５３０

５４０

５５０

５６０

５７０

５８０

５９０

６００

６１０

６２０

６３０

６４０

６５０

６６０

６７０

６８０

(１９８３年９月）ｑｓｕｍ

ＰＲＩＮＴ

ＰＲＩＮＴ

ＰＲＩＮＴ

ＰＲＩＮＴ

CHR＄（１２）
００

００

００

ｑｓｕｍ

ＤＥＦＩＮＴＱ
ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴＩＩクラスソウスウ、；ＫＫ

ＤＩＭＱＭ５０），ＮＭ＄（５０），Ｑ（５０，９）

ＤＩＭＱＢ（７００），ＱＧ（７００〕，ＱＪ（７００）

ＧＯＳＵＢ１０００

Ｎ＝Ｏ：ＧＴ＝Ｏ：ＧＧ＝Ｏ

ＰＯＲＩ＝１ＴＯＫＫ

Ａ＄=ＣＮ＄（１）
ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴＩ；“グミヨミコミチュウ1ｌ

ＧＯＳＵＢ３０００

N＝Ｎ＋ＮＯ：ＬＳ＝Ｎ－ＮＯ

ＦＯＲＪ＝１ＴＯＮＯ

Ｑ（Ｊ’６）＝Ｑ（Ｊ’１）＋Ｑ（Ｊ、３）＋Ｑ（Ｊ’５）

Ｑ（Ｊ’７〕＝Ｑ（Ｊ’６）＋Ｑ（Ｊ’２〕＋Ｑ（Ｊ’４）

ＱＢ(ＬＳ＋Ｊ）＝ＱＭＪ）：ＱＧ(ＬＳ＋Ｊ）＝Ｑ〔ｊ’７）：ＧＴ＝ＧＴ＋Ｑ（Ｊ’７）

ＧＧ=ＧＧ＋ＱＵ，７）へ２
ＮＥＸＴＪ

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴＩ：'0クミカキコミチュウO０

ＧＯＳＵＢ２０００

ＮＥＸＴＩ

Ｈ＝ＧＴ／Ｎ

Ｓ＝（ＧＧ／Ｎ－Ｈへ２〕へ．５

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴ’0ナラヘ゛カエテイマスＩ０

ＧＯＳＵＢ５０００

ＦＯＲＩ＝１ＴＯＮ

ＱＪ（１）＝Ｉ
ＮＥＸＴＩ

ＦＯＲＩ＝２ＴＯＮ

ＩＦＱＧ（１）＝ＱＧ（１－１〕ＴＨＥＮＱＪ（１）＝ＱＪ（１－１〕
ＮＥＸＴＩ

ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴＩＩ癸美ウチタ゛シトナラヘ嘩力エヲシテイマスＯ０

ＧＯＳＵＢ４０００：ＧＯＳＵＢ５２２０

Ｍ＝Ｏ

ＦＯＲＩ＝ｌＴＯＫＫ

Ａ＄=ＣＮ＄（１）
ＰＲＩＮＴ：ＰＲＩＮＴＩ

ＧＯＳＵＢ３０００

;“クミノイチランウチタ゛シ00

ＧＯＳＵＢ７０００

Ｍ＝Ｍ＋ＮＯ：ＬＳ＝Ｍ－ＮＯ

－２６－



８
．
１

７
４

０
●
９

，
０
１

ｌ
ｊ

ｔ
ｔ

号
Ｌ

ヲ
９
９

１

ｓ
９

６
３

＃
１

ノ
Ｊ

Ａ
０
１

＃
ｊ

ｌ
Ｔ

Ｏ
ｔ
ｔ

ｓ
ｊ

ｊ

Ｈ
Ｑ

Ａ
８

９
９

Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｉ

｜
●
９

，
Ｏ

５
２

Ｉ
Ａ

Ｉ

ｊ
８

一
一
二
一
一
１

０
１

一
一
二
宝
Ｔ

ｌ
一
一
一
一
一

０ ０

１
１

７
件

｝『一
一
一
一
一
一
一

ｔ
ｔ

二
二
一
一
Ｕ

＄
二
二
一
一
Ｔ

＄
ｊ

ｊ

９
＃

＃
ク

ニ
ｌ
－
Ｅ

ｌ
ｌ
一
一
Ｐ

Ｍ
Ｊ

二
二
Ｕ

Ｍ
Ｊ

９
９

Ｊ
＃

＃
二
ｌ
ｌ
Ｒ

４
１

二
二
Ｔ

Ｎ
Ｉ

ｌ
ｌ
一
一
Ｐ

Ｎ
Ｉ

Ⅱ
＃

二
－
－
０

０
１

二
二
Ｕ

一
一
一
一
Ｎ

０

９
９

９
９

Ｊ
Ｑ
＃

一
一
一
一
Ｔ

ｔ
ｔ

二
二
０

二
一
一
１

０

●
ｐ

ｊ
ｌ

ｊ
Ｉ

Ｊ
Ｉ

ｌ
－
０
二
ｓ

９
９

－
－
０
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ
Ｅ

ｌ
－
０
ｌ
－

Ｉ
Ｉ

＋
Ｔ
Ｍ

Ｇ
Ｉ

二
０
二
Ｅ

３
０

二
０
二
２
Ｒ

Ｉ
９
１
Ｖ

ｌ
ｌ
０
ｌ
ｌ
２
Ｒ

Ｉ
ｇ
ｌ

ｓ
Ｎ

ｇ
Ｎ

ｌ
ｌ
０
ｌ
ｌ
Ｒ

０
１

二
０
二
ｏ
ｏ
ｌ

ｏ
Ｑ
ｏ

－
－
０
ｌ
ｌ
ｏ
ｏ
Ｉ

ｏ
Ｑ

ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｇ

Ｉ
Ｔ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－

ｔ
ｔ

室
２
言
Ｔ
Ｆ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
０
ｇ
Ｍ

ｌ
ｌ
３
－
－
Ｔ
Ｆ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
０
，

Ｎ
Ｉ
＋
Ｎ
ｏ
ｓ

Ｎ
ｌ
ｌ
’
－
．
．
４
Ｊ

二
二
Ｎ

Ｑ
Ｔ
ｌ
Ｅ

一
一
一
一
Ｎ

Ｑ
Ｔ
ｌ

。
●
・

Ｊ
０
Ｉ
Ｔ
Ｕ

Ｉ
二
ニ
ー
Ｉ

２
９

二
二
Ｕ
＄
０
０
，

０
＃
Ｒ

一
一
一
一
Ｕ
＄
０
０
，

０
＃

ｏ
Ｑ
５
ｓ

Ｔ
Ｒ
０

－
－
Ｂ
ｌ
ｌ
ｊ
１

０
０

言
Ｂ
二
ｏ
Ａ
Ｎ
Ｔ
１

Ｔ
ｌ
Ｉ

ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
ｏ
Ａ
Ｎ
Ｔ
１

Ｔ
ｌ
Ｉ

Ｔ
一
一
二
０
ｌ
Ｎ

Ｐ
０

－
－
Ｕ
ｌ
ｌ
４
０
＄

ｔ
ｔ

二
Ｕ
宝
Ｍ
十
，
＃

一
一
Ｔ
Ｉ
：

一
一
Ｕ
二
Ｍ
十
，
＃

二
Ｔ
Ｉ

ｊ
ｊ
Ｔ
ニ
ー
Ｌ
Ｔ

０
二
ｓ
二
ｌ
Ｔ
Ｎ

ｑ
．
９

一
一
ｓ
一
一
Ｍ
１
ｌ

ｌ
Ｊ
Ｎ
９

一
一
ｓ
一
一
叩
１
１

ｌ
Ｊ
Ｕ
，

１
９
８
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｎ
：
２

二
一
一
Ｉ
Ｃ

ｌ
８

－
－
二
：
：
＃
一
一
Ｔ
Ｉ
ニ
ー
Ｉ
Ｊ
ｌ

ｌ
－
一
一
：
：
＃
一
一
Ｔ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｊ

－
－
ｇ
９
Ｉ

Ｐ
Ｔ
Ｉ
Ｊ

ｌ
ｌ
一
一
＄
１

０
０

二
二
２
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
＃

一
一
一
一
２
Ｉ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｎ
Ｉ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｒ
Ｒ
Ｌ
Ｘ
Ｒ
Ｔ
Ｂ

－
－
二
Ｎ
ｌ
－
Ｄ
Ｉ
ｔ
ｔ
Ｎ
二
一
一
Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｒ
Ｐ

Ｎ
一
一
一
一
Ｅ
肌
Ｔ
Ｉ
Ｐ

Ｉ
Ｒ
Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｐ
ｏ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
Ｎ
Ｕ
Ｉ

二
二
Ｃ
Ｉ
Ａ

Ｒ
一
一
一
一
Ｖ
Ｎ
Ｒ
Ｔ

０
Ｔ
Ｅ
Ｒ
二
二
Ｖ
Ｕ
Ｎ
Ｔ

ｏ
Ｔ

Ｒ
Ｑ
Ｑ
Ｌ
Ｆ
Ｎ
Ｌ
Ｘ
Ｉ
ｓ

一
一
一
一
一
一

Ｅ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｕ
｜
｜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｐ
Ｘ
Ｒ
Ｆ
Ｘ
ｓ
Ｕ
一
一
二
二
ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｘ
Ｒ
Ｆ
Ｘ

０
Ｅ
Ｒ
ｏ
Ｔ

ｌ
－
－
－
－
－
Ｍ
Ｒ
Ｒ
Ｘ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
一
一
二
一
一
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
０

Ｅ
０
Ｔ
一
一
一
一
一
一
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｅ
０

Ｅ
Ｆ

Ｎ
Ｐ
Ｇ
Ｘ
Ｄ

Ｉ
０
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｅ

Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
Ｎ
Ｆ

Ｎ
Ｌ
Ｅ

Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
Ｎ
Ｆ

Ｎ
Ｅ
Ｎ
，
，
，
Ｄ
Ｐ
Ｎ
，
Ｄ
Ｄ
Ｒ
，
，
，
，
Ｒ
ｏ

Ｃ
Ｒ
，
，
．
．
Ｒ
ｏ

０
０

，
Ｎ
Ｅ
，

９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１

流
ｐ
Ｖ
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
１
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

&,,；ＱＭＪ）；ＮＭ＄(Ｊ）；

ＤＡＴＡヲＤｉｓｋへカキコミチュウ'０

‐

－２７－



３１４０
３１５０

３１６０

４０００

４０１０

４０２０

４０３０

４０４０

４０５０

４０６０

４０７０

４０８０

４０９０

４１００

４１１０

４１２０

４１３０

４１４０

４１５０

４１６０

４１７０

４１８０

５０００

５０１０

５０２０

５０３０

５０４０

５０５０

５０６０

５０７０

５０８０

５０９０

５１００

５１１０

５１２０

５１３０

５１４０

５１５０

５１６０

５１７０

５１８０

５１９０

５２００

５２１０

５２２０

５２３０

５２４０

５２５０

５２６０

５２７０

５２８０

５２９０

５３００

５３１０

５３２０

５３３０

５３４０

５３５０

５３６０

ＣＬＯＳＥ＃１
RＥＴＵＲＮ
Ｏ

：ＲＥMＯＶＥ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■－－
■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■､■■■￣■■■■■■■|■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■

ＳＵＢ４０００＝＝＝＝ 〔シ゛ヨレツリスト〕

一一一一一一一一一一一一一一一一

ＦＯＲＩ＝１ＴＯＮＳＴＥＰ５

１Ｆ（（１－１）ＭＯＤ２５０）＜＞ＯＴＨＥＮ４１００

ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）：ＬＰＲＩＮＴⅡ
ＦＯＲＪ＝１ＴＯ５

ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ１Ｉ＃

ＮＥＸＴＪ：ＬＰＲＩＮＴ

ＩＦ〔（Ｉ－ＤＭＯＤ５０）＝ＯＴＨＥＮＬＰＲＩＮＴ

ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｌＩ＃＃＃－Ｍ；Ｉ；

ＦＯＲＪ＝ＩＴＯＩ＋４

ＩＦＱＢ（Ｊ）＝ＯＴＨＥＮ４１５０

ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧＩＩ＃＃＃＃＃＃＃＃＃＃

ＮＥＸＴＪ：ＬＰＲＩＮＴ

ＮＥＸＴＩ

ＲＥＴＵＲＮ

００●

'0；Ｊ；

"；ＱＢ（Ｊ），ＱＧ（』川ＱＪ（Ｊ）；

SＵＢ５０００ (ｑｕｉｃｋｓｏｒｔｌ〕

一一

ＤＩＭＫＯ（２０）．Ｋ１（２０〕

Ｋ＝１：ＫＯ（１）＝１：Ｋ１（１）＝Ｎ

Ｌ＝ＫＯ〔Ｋ〕：Ｒ＝ＫｎＫ〕：Ｋ＝Ｋ－ｌ

Ｉ＝Ｌ：Ｊ＝Ｒ：Ⅳ=ＱＧ（（し＋Ｒ）／２）

IＰＱＧ（１）＞ＷＴＨＥＮＩ＝Ｉ＋１：ＧＯＴＯ５０７０

ＩＦｈﾉ＞ＱＧ（Ｊ）ＴＨＥＮＪ＝Ｊ－ｌ：ＧＯＴＯ５０８０

１ＦＩ〈＝ＪＴＨＥＮＳＮＡＰＱＧ（１），ＱＧ（Ｊ〕：ＳＷＡＰ
ＩＦＩ＜＝ｊＴＨＥＮ５０７０

１ＦＪ－Ｌ＞＝Ｒ－ＩＴＨＥＮ５１５０

ＩＦＩ〈ＲＴＨＥＮＫ＝Ｋ＋１：ＫＯ（Ｋ）＝Ｉ：Ｋ１（Ｋ）＝Ｒ

Ｒ＝Ｊ

ＧＯＴＯ５１７０

ＩＦＬ〈ＪＴＨＥＮＫ＝Ｋ＋１：ＫＯ（Ｋ）＝Ｌ：Ｋ１（Ｋ〕＝Ｊ

Ｌ＝Ｉ

ＩＦＬ＜ＲＴＨＥＮ５０６０

１ＦＫ〈＞ＯＴＨＥＮ５０５０

ＥＲＡＳＥＫｑＫ１

ＲＥＴＵＲＮ

QＢ（１），ＱＢ（Ｊ）：Ｉ＝Ｉ＋１：Ｊ＝Ｊ－ｌ

ＳＵＢ６０００ 〔ｑｕｉｃｋｓｏｒｔ２〕

ＤＩＭＫＯ（２０兆Ｋ１（２０）

K＝１：ＫＯ（１）＝１：Ｋ１（１）＝Ｎ

Ｌ＝ＫＯ（Ｋ）：Ｒ＝Ｋ１（Ｋ〕：Ｋ＝Ｋ－１

Ｉ＝Ｌ：ｊ＝Ｒ：Ⅳ=ＱＢ（（し＋Ｒ〕／２）

IＦＱＢ（１）〈ｗＴＨＥＮＩ＝Ｉ＋１：ＧＯＴＯ５２９０

１ＦＩＩＫＱＢ（Ｊ）ＴＨＥＮＪ＝ｊ－１：ＧＯＴＯ５３００

１ＦＩ〈＝ＪＴＨＥＮＳＩＩ！ＡＰＱＢ（１），ＱＢ（Ｊ〕：ＳＵＡＰ
ＩＦＩ＜＝ＪＴＨＥＮ５２９０

ＩＦＪ－Ｌ＞＝Ｒ－ＩＴＨＥＮ５３７０

１ＦＫＲＴＨＥＮＫ＝Ｋ＋１：ＫＯ〔Ｋ〕＝Ｉ：Ｋ１（Ｋ）＝Ｒ

Ｒ＝Ｊ

ＧＯＴＯ５３９０

QＪ（１），ＱＪ（ｊ）：Ｉ＝Ｉ＋１：Ｊ＝Ｊ－１

－２８－



Ｓ３７０１ｐＬ＜ＪＴＨＥＮｋ＝Ｋ＋１：ＫＯ（ｋ）＝Ｌ：Ｋ１（Ｋ）＝』

５３８０Ｌ＝Ｉ

５３９０１ＦＬ＜ＲＴＨＥＮ５２８０

５４００１ＦＫ＜＞ＯＴＨＥＮ５２７０

５４１０ＥＲＡＳＥＫ０，Ｋ１

５４２０ＲＥＴＵＲＮ

５４３０．

７０００，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

７０１０．＝＝ＳＵＢ７０００＝＝（力モクメイウチタ企シ）

７０２０，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

７０３００

７０４０ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）：ＲＥＳＴＯＲＥ７３１０

７０５０ＬＰＲＩＮＴＴＡＢＵ５）；

７０６０ＦＯＲＪＭ＝１ＴＯ５

７０７０ＬＰＲＩＮＴＭｏ１：

７０８０ＧＯＳＵＢ７２１０

７０９０ＮＥＸＴＪＭ

７１００．

７１１０ＬＰＲＩＮＴＭ300；

７１２０ＧＯＳＵＢ７２ｌＯ

７１３０ＬＰＲＩＮＴ１Ｉ５０`；

７１４０ＧＯＳＵＢ７２１０

７１５０ＦＯＲＪＭ＝１ＴＯ２

７１６０ＬＰＲＩＮＴｏｏＯＩ：

７１７０ＧＯＳＵＢ７２１０

７１８０ＮＥＸＴＪＭ

７１９０ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ

７２００ＲＥＴＵＲＮ

７２１０ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄(ａＨ１Ｂ）；'１１Ｍ；１１００１５“；
７２２０ＦＯＲＩＭ＝ｌＴＯ３０

７２３０ＲＥＡＤＤ＄：Ｃ=ＶＡＬ（Ｍ＆ｈｍ＋、＄）：ＧＯＳＵＢ７２７０
７２４０ＮＥＸＴＩＭ

７２５０ＲＥＴＵＲＮ

７２６０，

７２７０，笑受癸美ＰＵＴＣ１ｌＡＲＡＣＴＯＲＥｆｏｒＰＣ－８８０１．８００１昊秀昊砦

７２８０Ａ＝ＩＮＰ（＆Ｈ４０）ＡＮＤ１：ＩＰＡ＜＞ＯＴＨＥＮ７２８０

７２９０ＯＵＴＭ１０°Ｃ：ＯＵＴ＆Ｈ４０，０：ｏＵＴ８Ｈ４０，ｌ：ＲＥＴＵＲＮ

７３００，

７３１０．コク

７３２０ＤＡＴＡ００，００．ｆｅ，ｆｆ，０２，８０，０２，９０，１２，９１．１２．９１．１２．９１．

７３３０ＤＡＴＡ１２，９１．１２，９１．１２．９５，１２，９９，０２，９０，ｆｅ･ｆｆ，００，００
７３４０．シャ

７３５０ＤＡＴＡ２０，０８，２２，０４，２２，０２，２４，ｆｆ，２４，０３，ａ８，０４，６８，０８，

７３６０ＤＡＴＡ００，４０，４０，４０，４０，４０，ｆｆ，７ｆ･４０，４０．４０，４０，００．４０
７３７０，スウ

７３８０ＤＡＴＡ４９，８４，２ａ，５ｃ，０８，２７，ｆｆ､６４，０８，９４，２ａＰｃ，４９，０４，

７３９０ＤＡＴＡ１ｆ，４０，０８，３０，ｃ８，０ｃ，０８，０３，ｃ８，０８，２８，３０，０８，ＣＯ
７４００．リ

７４１０ＤＡＴＡ００，００，４２，２０，４２，２０，ｆｅ，３ｆ、４２，１０，４２，０８，４２，０８，
７４２０ＤＡＴＡ３ｅ，２１，２ａ，２１，２ａ，２１，ｆｅ，３ｆ’２ａ，２１．２ａ，２１，３ｅ，２０
７４３０，ｴイ

７４４０ＤＡＴＡ００，８２，０４，４２，０４，２２，ｅｆ，２３，２４，１２，２４，１２，２４，０ａ，

７４５０ＤＡＴＡ２４，０ａ，２４，１２，２ｃ，１２，ｅ７，２３，０４，２２，０４，４２，００，８２
７４６０↑ケイ

７４７０ＤＡＴＡ０４，００，２４，ｆ９，２４，８９，２７，８９，２４，ｆ９，０４，００，４４，００，

７４８０ＤＡＴＡ４０，００，４０，００，ｆｆ，ｆｆ，４０，００，４０，００，４０，００，４０，００
７４９０，ケイ

７５００ＤＡＴＡ０４，００，２４，ｆ９，２４，８９，２７，８９，２４，ｆ９，０４，００，４４，００，
７５１０ＤＡＴＡ４０，００，４０，００，ｆｆ，ｆｆ，４０，００，４０，００，４０，００，４０，００

ｆｆ，０２，８０，０２，９０，１２，９１．１２．９１．１２．９１．ｆ２．９ｆ

９１．１２．９５，１２，９９，０２，９０，ｆｅ･ｆｆ，００，００

２４，ｆｆ，２４，０３，ａ８，０４，６８，０８，２０，４Ｏ

ｆｆ，７ｆ，４０，４０，４０，４０，００，４０

Ｏｃ，４９，０４，２０，８０

３０，０８，ＣＯ

００，２０

e４，０７

４０，００

４０，００

2９



０
０
０
０
０
０
０

２
３
４
５
６
７
８

５
５
５
５
５
５
５

７
７
７
７
７
７
７

ｏヘン

ＤＡＴＡ

ＤＡＴＡ

ｏシ゛ヨ

DＡＴＡ

ＤＡＴＡ

ＥＮＤ

００，０３°Ｃ0,00,ｆ８，ｆｆ，０７，０４，８０，０３，７８，ｆｆ，４９，０９，４９，０９
４９，ｆｆ，４９，０９，４９，０９，４９，ｆｆ，４９，０９，４９，４９，７０．ｆｆ

00,ｃ０，００，３０，ｆｃ，ｏｆ，０４，００，１４，０２，１４，０２，１４，２２，５７，４２

９４，ｆｅ，５４，０３，３４，０２，１４，０ａ，０４．０６，００，０２，００，00

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
１
２
３
４
０
０
０
０
０
０
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
ｌ
２
３
４
５

ｌ
２
３
３
３
３
３
４
５
６
７
８
９
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

￣

ＳｈｉｒｙＯ （１９８３年９月）

ＰＲＩＮＴCHR＄（１２）
ＰＲＩＮＴ、一百

ＰＲＩＮＴＩｏ１ＳｈｉｒｙＯｌ
ＰＲＩＮＴｏｏ￣－－

ＤＥＦＩＮＴＱ

ＤＩＭＱＭ５０），ＮＭ＄(５０），Ｑ(５０，９）
DIIＩＴＳ（１４，７），ＴＴ（７），ＱＫ（１４〕，ＱＧ（７，１０）

GＯＳＵＢｌＯＯＯ

ＰＲＩＮＴ：ＩＮＰＵＴ’0ソウクラススウ００；ＫＫ
Ｎ＝Ｏ

ＦＯＲＩＩ＝１ＴＯＫＫ

Ａ＄=ＣＮ＄（１１〕

ＰＲＩＮＴＩＩ；'１グミシヨリチユウ１'１：ＧＯＳＵＢ３０００

Ｎ＝Ｎ＋ＮＯ：ＱＫ（１１）＝ＮＯ
ＦＯＲＩ＝ｌＴＯ７

ＦＯＲＪ＝１ＴＯＮＯ

ＴＳ（ＩＬＩ）＝ＴＳ（１１，１）＋Ｑ（Ｊ，Ｉ）
ＴＴ（１）＝ＴＴ（１）＋Ｑ〔』．Ｉ）
ＩＦＤ５ＴＨＥＮ２５０

IＦＱ（ＪｏＩ）＝１００ＴＨＥＮＱ（ＪｏＩ）＝Ｑ（』．Ｉ）－１
Ｘ＝ＩＮＴ（Ｑ（Ｊ，Ｉ）／１０〕＋１：ＧＯＴＯ３００
１ＦＩ＝７ＴＨＥＮ２８０

１ＦＱ（Ｊ，Ｉ）＝３００ＴＨＥＮＱ（Ｊ，Ｉ）＝Ｑ（Ｊ，Ｉ〕－１
Ｘ＝ＩＮＴ（Ｑ（Ｊ，Ｉ）／３０）＋１：ＧＯＴＯ３００

１ＦＱ〔Ｊ，Ｉ）＝５００ＴＨＥＮＱ（Ｊ，Ｉ）＝Ｑ（Ｊ，Ｉ）－１
Ｘ＝ＩＮＴ（Ｑ（Ｊ，Ｉ）／５０〕＋l

ＱＧ（１，Ｘ）＝ＱＧ（１，Ｘ）＋１
ＮＥＸＴＪ，Ｉ

ＦＯＲＩ＝１ＴＯ７

ＴＳ（１１，１〕＝ＴＳ（Ⅱ．Ｉ〕／ＮＯ
ＮＥＸＴＩ

ＮＥＸＴＩＩ

ＦＯＲＩ＝１ＴＯ７

ＴＴ（１）＝ＴＴ（１）／Ｎ

ＮＥＸＴＩ

ＤＩＭＱＱ＄（７）：ＲＥＳＴＯＲＥ４７０

ＦＯＲＩ＝１ＴＯ７

ＲＥＡＤＱＱ＄（１）
ＮＥＸＴＩ

－３０－



４６０，

４７０ＤＡＴＡコクコー，シャカイ，スウカ゛ク，リカ，エイ。、，３ケイ，５ケイ
４８０．

４９０１ＮＰＵＴＭコヒ。－マイスウ０１；ＣＰ

ｍＯＦＯＲＰＰ＝１ＴＯＣＰ

５１０ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（１２）
５２０ＬＰＲＩＮＴｏＩソウスウ００；Ｎ；Ⅱニン１０：ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ

５３０ＬＰＲＩＮＴ０ｌカモクヘ革ツヘイキン叩：ＬＰＲＩＮＴ

５４０ＬＰＲＩＮＴ１０グミ１１；ＴＡＢ（６）；'0コクココ!；ＴＡＢ（１２）；０，ヤカイ１１

５５０ＬＰＲＩＮＴＴＡＢ（２４）；'0リカ00；ＴＡＢ（３０）；00エイコ゛`o；ＴＡＢ（３５）

５６０ＦＯＲＩ＝１ＴＯＫＫ

５７０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏＩ＃＃＃00m；
５８０ＦＯＲＪ＝１ＴＯ７

５９０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｏＯ＃＃＃．＃１０；ＴＳ（１，Ｊ）；
６００ＮＥＸＴＪ

６１０ＬＰＲＩＮＴ

６２０ＮＥＸＴＩ

６３０，

６４０ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴＭＴＴ“；

６５０ＦＯＲＩ＝１ＴＯ７

６６０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｌｌ＃＃＃．＃Ⅱ；ＴＴ（１）；

６７０ＮＥＸＴＩ

６８０ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ

６９０，

７００ＬＰＲＩＮＴリワ゛ンう゜Ｍ：ＬＰＲＩＮＴ

７１０LPRINTSPACE＄〔１０）；
７２０ＦＯＲＩ＝gＴＯ８９ＳＴＥＰ１０

７３０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ０ｉ－＃＃１，；Ｉ；

７４０ＮＥＸＴＩ

７５０ＬＰＲＩＮＴ１０－１００（マテ率）叩

７６０ＬＰＲＩＮＴ

７７０ＦＯＲＩ＝１ＴＯ７

７８０ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧＭ＆8Ｍ：ＱＱ＄（１）；““；
７９０ＦＯＲＪ＝１ＴＯｌＯ

８００ＬＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧｍ＃＃＃'１；ＱＧ（１．Ｊ）：
８１０ＮＥＸＴＪ

８２０ＬＰＲＩＮＴ

８３０ＮＥＸＴＩ

ＭＯＮＥＸＴＰＰ

８５０ＥＮＤ

８６００

１０００，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

１０１０．＝＝ＳＵＢ１０００＝＝

１０２０．＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

１０３０ＤＩＭＣＮ＄（１４）：ＲＥＳＴＯＲＥ１０８０
１０４０ＦＯＲＩ＝１ＴＯ１４

１０５０ＲＥＡＤＣＮ＄（１）
ｌ０６０ＮＥＸＴＩ

１０７０，

１０８０ＤＡＴＡｔ０１．ｔ０２，ｔ０３，ｔ０４．ｔ０５，ｔ０６，ｔ０７

１０９０ＤＡＴＡｔＯ８･ｔＯ９ｏｔｌＯ，ｔ11,ｔ１２．ｔ１３．ｔｌ４
ｎｏｏＲＥＴＵＲＮ

１１１０，

３０００．＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

３０１００＝＝ＳＵＢ３０００＝＝

３０２００＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

３０３０ＲＥＩＶＩＯＶＥ：ＭＯＵＮＴ２

３０４００PENⅡ２：11＋Ａ＄ＦＯＲＩＮＰＵＴＡＳ＃１

３０５０１ＮＰＵＴ＃１，Ｎ０
３０６０ＦＯＲＩＡ＝１ＴＯＮＯ

３０７０１ＮＰＵＴ＃１，ＱＭＩＡ），ＮＭ＄（１Ａ）

叩コヒ．－マイスウ０１；ＣＰ

＝１ＴＯＣＰ

ＣＨＲ＄（１２）
００ソウスウ００；Ｎ；Ⅱニン１０：ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ

０ｌカモクヘ革ツヘイキン０１：ＬＰＲＩＮＴ

１０グミ１１；ＴＡＢ（６）；'0コクココ!；ＴＡＢ（１２）；０，ヤカイ１１；ＴＡＢ（１８）；１０スウガク00：
ＴＡＢ（２４）；'0リカ00；ＴＡＢ（３０）；00エイコ゛`o；ＴＡＢ（３５）：Ｍ３ケイ10：ＴＡＢ（４１）：ｌＩ５Ｗｏ０

3１



３０８０

３０９０

３１００

３１１０

３１２０

３１３０

３１４０

３１５０

ＮＥＸＴＩＡ

ＦＯＲＩＡ＝１ＴＯＮＯ
ＦＯＲＩＪ＝１ＴＯ９

INPUT＃１，Ｑ（１Ａ，１Ｊ）
ＮＥＸＴＩＬＩＡ

ＣＬＯＳＥ＃１：ＲＥＭＯＶＥ
ＲＥＴＵＲＮ

SＵＢＲＯＵＴＩＮＥＤＯＳ（Ｈ０，ＮＯ）

ＤＩＨＥＮＳＩＯＮＮＤ（７００１ヨルＫ、（１０），ＮＰ（５１１００），ＬＤ（１０）
ＤＡＴＡＩＴ／lHo／，１Ａ／１Ｈ丹／，ＩＢ/１Ｈ／

ＤＯ１ＯＩ＝１，１０
１０Ｋ、（１）＝０

，０２０Ｊ＝此ＮＯ

Ｎ＝Ｈ、（Ｊ，２）／１０
１Ｆ（ＮｏＥＱｏｌＯ）Ｎ＝９

Ｋ、（Ｎ◆１）＝Ｋ、（Ｎ◆１）◆１

２０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＤＯろ０１＝１’１０
ヨＯＬＤ（１）＝ＩＨ１０

ＷＲＩＴＥ（６，６００）（し、（１），炉１１１０）
６００Ｆ０ＲＮＡＴ（１Ｈ１１２０Ｘ，１０１１０）

００５０１＝１，１０
，０６０Ｊ＝１１５

００７０Ｋ＝１，１００

Ｎｐ（Ｊ，Ｋ）利Ｂ

ＩＦ（ＮＯＤ（Ｋ，５）・ＥＱ。Ｏ）ＮＰ（Ｊ，Ｋ）己ＩＴ
７０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＭＣＯＮＴＩＮＵＥ

Ｈ＝Ｋ、（【）

ＩＦ（Ｈ・ＬＥｏ５００）Ｇ０ＴＯ７６

７５ＳＴＯＰ

７６，０８０Ｊ＝１１N

ＩＦ（ＪｏＬＥ・１００川Ｐ（１１Ｊ）ＥＩＡ
ＩＦ（Ｊ・ＧＴ、１００．ＡＮＤ・』・ＬＥｏ２００）ＮＰ（２１Ｊ－１００）＝Ｍ
ＩＦ（Ｊ･ＧＴ・２００．ＡＮＤ．』・ＬＥＯヨ００川Ｐ（ろ，Ｊ－２００）＝ＩＡ
ＩＦｕｏＧＴ・３００・ＡＮＤ・ＪｏＬＥｏ４００）Ｎｐ（４１Ｊ－３００）＝ＩＡ
ＩＦ（Ｊ･ＧＴ、４００．ＡＮＤｏＪ・ＬＥＯ５００）AＩＰ（５１Ｊｐ４００）＝１Ａ

Ｂ０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＫＫ＝脳１０－１

，０９０Ｊ富山５

１Ｆ（ＪｏＥＱｏヨ）ＷＲＩＴＥ（６１６０１）ＫＫ
ＷＲＷＥ（６１６０２）（ＮＰ(ＪＤＫ）ＤＫ＝１１１００）

ｇ０ＣＯＮＴＩＮＵＥ

ＷＲＩＴＥ（６１６０３）
５０ＣＯＮＴＪＮＵＥ

６０１ＦＯＲＨＡＴ（１Ｈ◆，喝，１７）
６０２ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ，２０Ｘ，１００Ａ１）
６０３ＦＯＲＭＡＴ（１Ｈ）

ＲＥＴＵＲＮ

ＥＮＯ

－３２－



『組織内ソフトとパーソナルソフトの有効利用について』の中に落丁がありますので訂正致します。

P33のＳＵＢプログラムはP22のプログラム名"check"の続きです。

P32のFORTRANプログラムは、抹消し下記のプログラムを挿入して下きい。
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ｓｅｉｓｅｋ 〔１９８３年９月〕

ＰＲＩＮＴｏ,

ＰＲＩＮＴｏｌ

ＰＲＩＮＴＩ０

ＤＥＦＩＮＴ

oｌｌｓｅｉｓｅｋ
ＩＵ

：ｆｏｒｉ＝１ｔｏ２００：ｎｅｘｔｉ

DＥＦＩＮＴＱ
Ｏ

ＧＯＳＵＢ１０００

ＤＩｌＶｌＱＮ（５０），ＮＭ＄（５０），Ｑ（５０，９）

ＰＲＩＮＴCHR＄（１２〕
ＩＮＰＵＴ'ツンクミノセイセキテ゛スカ“；Ｋ

Ａ＄=ＣＮ＄(Ｋ）

GＯＳＵＢ３０００

ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴＩｌカモクコク＝１シャ＝２スウ＝３リカー４エイ＝５'０；Ｍ

ＰＲＩＮＴ

ＦＯＲＩ＝１ＴＯＮＯ

ＰＲＩＮＴＵＳＩＮＧ叩鮒#＃：＆811；ＱＮ（１），ＮＭ＄（１）；
ＮＥＸＴＩ

ＢＥＥＰ

IＮＰＵＴＱ（１，Ｍ〕

ＧＯＳＵＢ２０００
Ｏ

ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴＩｌホカノ

ＩＦＹ＝１ＴＨＥＮ

カモクヲｉｎｐｕｔシマスカ？
２４０

ｙｅｓ＝１ｎｏ＝２ｍ；Ｙ

ＰＲＩＮＴ

ＩＮＰＵＴ１ｉホカノクラスノセイセキヲニユウリヨクシマスカ？ｙｅｓ＝１，０＝２ｍ；Ｙ
ＩＦＹ＝１ＴＨＥＮ１８０

ＥＮＤ
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７０１０，＝＝ｍｉｄａｓｈｉｕｃｈｉｄａｓｈｌ＝＝＝

７０２０，＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

７０３０．

７０４０ＲＥＳＴＯＲＥ７３１０

７０５０ＬＰＲＩＮＴＴＡＢｑ５）；

７０６０ＦＯＲＪＭ＝１ＴＯ５

７０７０ＬＰＲＩＮＴ１１１１；

７０８０ＧＯＳＵＢ７２１０

７０９０ＮＥＸＴＪＭ

７１００，

７１１０ＬＰＲＩＮＴ１ｌ３１０；

７１２０ＧＯＳＵＢ７２１０

７１３０ＬＰＲＩＮＴｉ１５１Ｉ；

７１４０ＧＯＳＵＢ７２１０

７１５０ＦＯＲＪＭ＝１ＴＯ２

７１６０ＬＰＲＩＮＴＭＭ；

７１７０ＧＯＳＵＢ７２１０

７１８０ＮＥＸＴＪＭ

７１９０ＬＰＲＩＮＴ：ＬＰＲＩＮＴ

７２００ＲＥＴＵＲＮ

７２１０ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ＄（＆Ｈ１Ｂ）；1111'；110015',；
７２２０ＦＯＲＩＭ＝ｌＴＯ３０

７２３０REA、、＄：Ｃ=ＶＡＬ（Ｍ＆ｈＭ＋、＄）：ＧＯＳＵＢ７２７０
７２４０ＮＥＸＴＩＭ

７２５０ＲＥＴＵＲＮ

７２６０，

７２７０，砦砦秀壬ＰＵＴＣＨＡＲＡＣＴＯＲＥｆｏｒＰＣ－８８０１芙妾壬矢

７２８０Ａ＝ＩＮＰ（＆Ｈ４０〕ＡＮＤ１：ＩＰＡ＜＞ＯＴＨＥＮ７２８０

７２９００ＵＴ８Ｈ１０．Ｃ：ＯＵＴＭ４０，０：ＯＵＴ＆Ｈ４０，１：ＲＥＴＵＲＮ
７３００．

７３１０．コク

７３２０ＤＡＴＡ００，００，ｆｅ，ｆｆｏＯ２，８０，０２，９０，１２，９１，１２，９１，１２，９１，ｆ２，９ｆ

７３３０ＤＡＴＡ１２，９１，１２，９１，１２，９５，１２，９９，０２，９０，ｆｅｆｆ，00,00
７３４０，シャ

７３５０ＤＡＴＡ２０，０８，２２，０４，２２，０２，２４，ｆｆ，２４，０３，ａ８，０４，６８，０８，２０，４０
７３６０ＤＡＴＡ００，４０，４０，４０，４０，４０，ｆｆ７ｆ，４０，４０，４０，４０，００，４０
７３７００スウ

７３８０ＤＡＴＡ４９，８４，２ａ，５ｃ，０８，２７，ｆｆ，６４，０８，９４，２ａ，Ｏｃ，４９，０４，２０，８０

７３９０ＤＡＴＡ１ｆ，４０，０８，３０，ｃ８，０ｃ，０８，０３，ｃ８，０８，２８，３０，０８，ＣＯ
７４００，リ

７４１０ＤＡＴＡ００，００，４２，２０，４２，２０，ｆｅ，３ｆ，４２，１０，４２，０８，４２，０８，００，２０

７４２０ＤＡＴＡ３ｅ，２１，２ａ，２１，２ａ，２１，ｆｅ，３ｆ’２ａ，２１，２ａ，２１，３ｅ，２０
７４３０，エイ

７４４０ＤＡＴＡ００，８２，０４，４２，０４，２２，ｅｆ，２３，２４，１２，２４，１２，２４，０ａ，ｅ４，０７
７４５０ＤＡＴＡ２４，０ａ，２４，１２，２ｃ，１２，ｅ７，２３，０４，２２，０４，４２，００，８２
７４６０Oケイ

７４７０ＤＡＴＡ０４，００，２４，ｆ９，２４，８９，２７，８９，２４，ｆ９，０４，００，４４，００，４０，００
７４８０ＤＡＴＡ４０，００，４０，００，ｆｆｆｆ，４０，００，４０，００，４０，００，４０，0０
７４９０，ケイ

７５００ＤＡＴＡ０４，００，２４，ｆ９，２４，８９，２７，８９，２４，ｆ９，０４，００，４４，００，４０，００

７５１０ＤＡＴＡ４０，００，４０，００，ｆｆｆｆ，４０，００，４０，００，４０，００，４０，00
７５２０．ヘン

７５３０ＤＡＴＡ００，０３，ｃ０，００，ｆ８，ｆｆ，０７，０４，８０，０３，７８，ｆｆ，４９，０９，４９，０９

７５４０ＤＡＴＡ４９，ｆｆ，４９，０９，４９，０９，４９，ｆｆ，４９，０９，４９，４９，７０，ｆｆ
７５５０，ジョ

７５６０ＤＡＴＡＯＯ，ｃ０，００，３０，ｆｃ，ｏｆ，０４，００，１４，０２，１４，０２，１４，２２，５７，４２
７５７０ＤＡＴＡ９４，ｆｅ，５４，０３，３４，０２，１４，０ａ，０４，０６，００，０２，００，00
７５８０ＥＮＤ
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4．有効利用の効果について

一つのシステムの効果を判定するとき，初期の段階では直接効果，間接効果がよく論じられた。す

なわち前者は担当者とのチャージ比較であって，金額に換算できる直接的効果である。

後者は信頼性，種々の検討，担当者の空き時間の活用等，直接金銭に結びつかない間接的な効果で

ある。

人の手でやっていた仕事を電子計算機におき替えることが主体である頃の話である。

現在の1情報化時代においては組織の中に計算機があるのではなく，計算機を中心に組織が構成され

ているといっても過言ではない。このような状況下で作成される組織内ソフトに対して，業務の目的

によって規格化されたデータパンクから利用者に適切な1情報を提供する種々のシステムが要求される

のは当然と言えろ。

一方業務の多用化と小型電子計算機の普及は，さらに組織内ソフトを充実する促進剤となり，ます

ます高度'盾報社会へのテンポを早めていろ。このような観点に立って組織内ソフトとパーソナルソフ

トの効果を論じれば，組織効果と展開効果を提案したい。組織効果とは一連のデータバンクを人手を

介することなく，関連部門に適切な'情報をいかに提供できるかということであり，展開効果とは必要

に応じて新たな1情報に加工できる効果である。前者は組織（特に管理者）の能力を要求し，後者は利

用者（担当者）の能力を必要とする。その基本は，組織内ソフトのデータを作成するに当って，その

データを最大限に活用する入力手段を構じろことであると考える。その意味で，前節のプログラム例

は低レベルの有効利用である。しかし大型機と接続していない現実のもとでは，ＯＣＲとコード変換シ

ステムの利用効果は非常に大である。

5．あとがき

近年，小型電子計算機用のI/Oディバイスが種々開発され，入力手段も多様化していろ。このこと

はパーソナルソフトによる一次データの加工を容易にし，大型機用のソフトあるいは組織内ソフトを

さらに充実させるものと考えろ。当面の有効利用として，パソコン用，マークカード読取機，ＸＹプ

ロッタ，座標読取機の利用を進めているが，音声入力も興味ある入力手段であり，その利用も検討し

たい。有効利用とその効果は機器構成と組織のあり方によって左右され，1情報化の進展につれ，あら

ゆる分野で改変がなされるものと考える。

最後に，今回のソフト作成，テストランに際しＣＡＩ研究会のメンバーである東大阪市立縄手中学

校・西本宗成，藤田裕司，前田浩，高槻市立高槻第九中学校・西村三夫，宝塚市立宝塚第一中学校・

藤井晴基の諸先生方のご協力に感謝いたします。
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